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発　刊　に　あ　た　り

沢　　　　巌

10同年記念号を発行するに当り大方の関係の摺さんの御寄稿を煩はし前例にない〃 ‖iと博物館〃の胴(ました

ことは本当に有りがたいことであります｡

もう10年かと思われるのでありますが,この10年が実に草創の苦しみと評びとの柵錯綜したものでありまして,

感慨一入深いものがあります｡けれども私共は草創時代が完全に終ったものとは決して思っておりません｡一応

軌道には乗ったものゝまだまだであります｡

日本唯一のiJI岳博物館と名目だけではなく,内密形態共に充実したものにしたいのであります｡

文化の根本は学問の尊重にあることは言うまでもありませんし,又文化の一所梶である博物館もやはり当韓日研究

の尊重が蒸となり･一般民衆に学問知識をありありと展示し,両軸ま一見にしかずという原理を興味と胱楽とを

以て地味にいくものでめりましょう｡

あらゆる先進国は悉く博物館を尊重しております｡その慧味におきましてよき博物館を持つということは,め

らゆる面におきまして･大町の大なる喬であり,文一郷のみならず国家の幸福と画すことが出来ましょう｡

(山岳博物館長･大町高教育最)
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博物館10周　年　を　迎　え　て
大町市長　松　田　正　人

市III'.大町山手,博物館が全国でも稀なIll虜博物館として独Ill.施設をもち開館したのは

昭和26年で,更に開館後5年を経た昭和31年こは長野県御当局の好意により当時の県

立大阿南高等学校旧校舎の払下げを受け現位瞳に新館を建設して現在に至りました｡

こ＼に開館10同年を迎えたことは誠に意義深く慶びに堪えない次第あでります｡

私が今更申上げるまでもなく10年といえば｢10年-葺｣の諺のごとく,過去の一員に

すぎませんが博物館の今日までの10年間.I,aLLl副博物館将来発展の基礎づげの重要な慧

義ある10年であったわけであります｡この間関係各位多大のな御協刀,御努力によっ

て典の基礎づけが碓V_a;.'1ましたことは感謝に増えないところであります｡特に山岳

博物館としての機能を詰めるために必要な幾多の資料収集や調査活動Iニついては乏しい軽質と環境のなかで,班

情に御苦心され,その日的達成のため活躍されて工ヽることは本当に御苦労様であります｡今や当博物館も県内外

よりいよいよその有色価碑が認められ,当大町市の｢シンボル｣となりました｡去る4月皇太子殿下の御来館の

光栄を始め高松宮御夫妻の御観覧等博物館をおとすれる人々が多くなったことは誠に喜ばしい限りであります｡

附顧動物園の移転については,管理上から又博物館の全体鞠措計画上からして,博物館園地内への移転を10周年

記念塾業とし市財政乏しいなかではあるが,これが財源確保とともに1日も早く盤僻を期したいと考えています

ここに開館10周年を迎えて過去10年の歩みに思いをいたし,更に博物館が将来へ飛躍の踏台となる一節を画す

ることが出来得ますことを信じ,開館10同年を祝福申し上げるとともに関係諸賢の今後一層の御協力を重ねてお

願い申し上げまして私の枕詞といたします｡

10周　年　を　迎　え　た

山岳博物館に寄せて
日　本　博　物　館　協　会　長　　　　　　徳　川　　　崇　敬

脂和26年11月1日,大町山岳博物館が開館されて以来,はやくも10年の経過を見,この間にこの館独自の活動

を展開し,めざましい成果を挙げられたこと拭,われわれとしてまことに麗質にたえないところであります｡

かえりみますと,この10年は,日本の博物館界にとってもすこぶる重要な意味を昧った時期でありました｡そ

れは民主社会こ芽生えた文化的慧欲が博物館施設を拠点として,国民の生活基盤に蜜着し,明るい豊かな生活を

築くため,津々たる希望にみちた活動時期に至ったといえましょう｡

大町山岳博物館は日本の博物館法制定と期を一にしております｡市当局がこの出発点において,将来への大計

をもって,世界二唯一といってよいiL幅博物館を創設し,多くの協力者の熱情をもって諸々と広大な地域の山岳

調査事業を行ない,また産業開発のため日に月にその形容を変えていく事態に処して早くから自然保護,民俗資

料の保存:こ鋭意力をつくされ,その成果を報告書,館報を通じて大町市市民は勿論のこと,広く一般に報告し,

その事業の理解者を得るよう努力されていることは,その慧眼と情熱にあらためて敬憲を播けるものであります

由来,博物館の活動法その効果のわりあいに地味なため,報われることを期待することはなかなかできません

が,博物館を愛する協力者のある限り,われわれは百I酋僻の勇気を替るいたたせられるのであります｡大町山岳

博物館は地理的:こは大都市の博物館と異なり地域･対象を異にするものでありましょうが,博物館の究陸の目標

においては差違のあるものではありません｡

博物館として10年の歩みの最初の一里塚は越えました｡文字通り山南博物館の活動は,足と和の精神でこそ効

果を期待できるものであります｡博物館を支える足は,市当局,地域の人々,博物館人それぞれの一致の努力にお

いて,山岳博物館の発霞をおのづから約束されるものがありましょう｡登頂の道はばねしく違いものですか,-歩

一歩着実な前進によって山岳博物館の今後の活動と発展を期待して止みません｡
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10　年　に　よ　せ　て

長野県知事　西　沢　権　一　郭
鵬舵6年･我が国でも例のない川南博物館が大町市に塵声をあげてここに10年,この11月1日で満1叫を数え

たのでありますが･戦後文化国家として斯発足した日本の現状は自然教育の面では非常に遅れているという感が

あります｡自然物の保護と管理,自然物に対する愛護精細の高揚は狭い我が国の国柄からして絶対に必要なこと

であります｡この自然教育の実践という点にいちはやく着日され本県ならではの計画として,その時期と良きと

ころを得てこの施設を実現され･以来幾多の障害を乗り越えてここまで育てあげた大町市､臨こ関係各位の熱意に

対し深甚の敬意を表するものであります｡申すまでもなく本県は教育県文化県として自負しておりまして,この種

の施設は当然考えるべきことでありますが･また観光県として多くの景勝地に恵まれておりこの観光資源を十二

分に活用してその発展を期すべく観光Tj'.県を重要な県の施策としてとりあげていることは御承知のとおりであり

ますが･北アルプスを対象として自然神学,人文科学等虹､分野に亘り資料を集められたこの博物館は観光資源

としても重要な役割をもつものであり本県観光事業の恒久的な完投のため寄与すること真に大いなるものがある

と思います｡国においても中部iI庸一筒を国廿公園に指定しておりますがその本来の主旨は,自然の景観を保護

育成し同時にその開発をはかつて国民の保健,休養,教化に資するということであって,特に教化という面は,

最も重要視しておりますが･その施策については二次的に考えられ,たち遅れている現状であります｡しかしな

がら本県としては･自然の物象に恵まれており真に好条件にあるといえますので,この点について私共としては

他に率先して具体的な対簾を早急にたてるべきことを深く感ずるわけであります｡

設互以来10年を迎えたとは申しますものの末だ削静等万全とは申せませんのでその整備拡充は是非必要であり

また後立山連峰を中核とする針ノ木自然園の構想にもとすく野外博物館の建設など多くの懸案事項も一･日も早く

実現し･大田市の博物館に行けば山岳関係のことは何でも判るという位の全国的な立派なものに育てあげること

を心から念願し･今後共なお-麿関係各位のたゆきざる努力を期待してやまないものであります｡

大皿山岳博物館の設立10同年にあたって一言私の感じたままを申しあげ挨拶といたします｡

針ノ木自然園の事業主体について
羽　田　　健　三

創立十周年を迎えた山階は,年ことに異常ともいえる

成長を遂げており,価値高い文化活動を多方面に続け,

山岳都市としての大田市の名声を天下にととろかしてき

ていることは,市民一同と共に喜びに堪えない所である

ところで大町山階は,従来の博物館のようにチリに埋

れて展示のみを守る消極的な立場になく,登山者と共に

山岳の現場に入り,そこで,自然の科学的知識をひろめ

自然を愛し,またこれを守りながら真底より自然を楽し

むという風潮を積極的に進めるという立場を創廿以来の

館是としてきている｡

しかしながら,そのような立場を十二分に果すために

は,どうしても野外博物館施設としての,いわゆる針ノ

木自然園の実現が欠くべかざる条件になっている｡とこ

ろが国際的な観光地と化する黒部一帯にマッチして,そ

のような施設を造ることは,莫大な資金を要するので,

地方財政下にある山階が,之を実現することは不可能で

あるとする人が多いがこれも無理からぬ話である｡した

がってこの機会に,針ノ木自然園の構想を実現するため

の事業主体について-私見を述べ,関係各位の御参考に

供し,またその実現に絶大なる御陽力と御支援を賜りた

いと思う｡

自然管理局

曲沢さんが知執こなられてからの県政の大ヒットの一

つは,すくれた自然資源を豊かにもつ県下が観光植民地

化することを除くために,県がバックアップして各地方

を主体とした観光事業を開発しようという環観光開発公

社を設けられたことにあり,既に大きな仕事を各地に展

開されている｡たたむづかしい経済に関する仕事である

ため,株の上下ではないが一部に問題が派生しているが

県民は長い眼でこの良政を守り育てることが継体に必要

である｡

さて'どのような資藤でも,無差別に略欝してしまう

ど,その資源は枯渇してしまう,自然を資源とする観光

事業でも同じことであり,現在の時点において,人がい

くら多く利用するからといって,そこの自然に合はない

建物を乱増したり,その上入山者の自然を損う行為を放
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瞳しておいて;,ま,観光資源が茄施したことになってしま

う｡自然が俗化してくると一覧訪れ7'こ人は二蔓と来ない

ことになるので,利用者が激減する日が必ずやつくる｡

したがって観光事業を日々隆昌ならしめて永続させるた

めには,自然の管理と保護の事業を欠くわけには行かな

い｡すなわち観光事業は自然の保艦と利用の調和に絶え

ず気を配らねばならないのである｡

厚生省には既に自然保機委員会があり,国-).]'.公園地筒

に観光事業や程源開発車業がおこされるはあいには,自

然の保護に力全の策を進めさせている｡ただ既設の観光

地をみると,その現場に自然傑礫のための施設や要員が

貧しく,また全然それらの存在しない処が多く,現場の

自然:よみなひどく荒魔していることは御承知0.)通りであ

る｡県の観光開発公社の事業はすべてこれからのもので

あるが,黒部ルートのはあいは,虚心に刷官の針ノ木自

然園の構想をとり上げられ,自然の保護をハックポーン

として進めら出ているが,そのような文化患慾の全くみ

れられない富iLI県側と比べたはあい,文化県,教育県と

してほこり｢訊､長野県にして始めて行いうる農政であり

県民の7●こめに避笛に堪えない次第である｡ただ県の観光

開発公社は県下各地に同類の観光事業を指導される立場

にあるので,厚生省の自然保護委員会のようなものを設

IrHLたり,また各地の現場に,大町地区でのILl博,1.)よう

なものを謝ナることが望まれるし,更に県庁層ニ:ま,こ

れらを体系化した自然管理I.TJというようなものを観光課

と表裏一体的に併置されることが望!.よれる｡

自然園の事業主体

大町L欄で-.おこだ今館をあげて,雷鳴･サル｡カモシ

カL'J_)_生活史L',:)調査こ余念が祖､が,これらの生活史の全

貌を明らかにし7●こ士点,それらを餌付かせて増殖し,自

然の現地"二人に馴致させることを目標･ニしている｡なぜ

ならは,自然H.I:)開園と共i二川尊が館携とし-こ,,需Ilする

川の自然数葦を進めるはあいの欠くべからさる重婁な生

物教材であること(ニよっている｡ところで観光事業の面

からこれを見るならは,それらの動物7iこちをみるために

入ILiする人々･-も多大に_上るので,駒iここ観光資源を開発

し;tことになってくる｡き言こIJII尊が7iことえはカモシカを

諮猟するような自然を直接荒す本心締着をとりしまった

り'史に巾の自然教室によって自然愛を根本的Iニ循起し

あき宿やかみくすを自ら処理するような用の道徳を当る

運動を進めるこ!.'ま,自然資源の提携を防ぐことになる

ので,これまた観光事業者が本来自らなすべき仕事を,

分担してやってやることになる｡このように考えてくる

ど,そこに観光事業を進める当事者たちの利益の拡大の

ために山階は日に見えない仕事を進める役廻りであり観

光事業と表裏一体的な施設であるということができる｡

ところで自然公園法には,国立公園下に事業を進めるは

あい:′ま,その利春金の何ノ､-セントかを自然修復費とし

て提供すべき義勝を負わせている｡この自然修復賞は拡

大解釈するならば自然保護数であり,回尊施設を造り,そ

の活動を進める饗用ということができよう｡

したがってこれらを合せ考えると,針ノ木自然園の事

業は,交通事業者や宿細部業者などの観光業者と山博と

が表裏一体的に密接に連絡をとって進める事業であり,

山博の必要とする施設蟹と維持運営費は,誰がそこに観

光事業を許されようと,それらの事業者が分に応じて分

押して負わねばならないことになってくる｡
-/●こだ分館や路傍鹿赤枝なと主よ,観光に開放された幌に

おいて,数ヶ月で完成することができるが,雷鳥その他

の動物を観光資源としてまでに高める仕事は牲管を異に

しており言●こだ今より数ヶ年を要して始めて成せる大変

な仕EI1-である｡し7°こかっrILl博では,人員や予算のない

現状下にもかゝわらす言Iこだ今幾多の困難にもめげずに

仕事を始めているのである｡しかしながら雄大豪壮のア

ルプスの山頂において,しかも猛吹雪やナダレや落石を

伴う厳冬期:こも多大の危険をかくこで仕事をつづけねば

ならないこの大事業は,現在のILi博ひとりのわずかな人

員と予算の下に,不完全きれきる装具によって諒とだい

無朗である｡し7こかって県当局におかれでよ,県の観光

開発公社か,針ノ大自然園の全体計画の一部としてこれ

らを取り上げられ,公社独自の仕事としてわれわれに委

言tさ,,LjSようになることを煩く望む次第である｡

以上を要約してみるならは,山博施設を含めた針ノ木

自然園o)事業主.体i‡.,いせ''-Uとして県の観光開発公社の

指導~卜にある大町皿こあり言●こだ山博の施設費･維持饗

運営質の一際,よそこに入ることを事業主体に委託された

観光事業者か分担して負わねばならないということにな

ってくる｡ここに-私案を述べきたったのであるが特に

県当局や公社に対して失礼の点も多々あるとわ思れるが

恵のある所だけをくみとって砥ぎ畠､｡三高ここの私案に

対する関原各位の御批判と御支援を助にねがい上げる次

第であるし-　　　〔山博嘱託･信大助教授)
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博物　館　に　望　む

大町の山岳博物館が誕生してから,もう10年になると

のこと,同博物館は,若い学芸員諸君の熱心な労力で･

誠に失礼ながら,とほしい予算の下に,日本でも非常に

特徴のある立派な1専吻館ができたことは'誠に御同暖の

至りに存じます｡

大町は日本の代表的山高地帯,いわゆる日本アルプス

のふもとにあり,何としてもこの山高を中心とした博物

館施設が慾しい所たったのです｡ことに日本アルプスは

吾が国でも有名な登山地帯であり,また観光地ともなっ

ているので,この博物館を中心とした,山岳に関する各

種の資料の収集展示により,山に関する知識を普及する

と共に,この博物館が中心となって,これに関する調査

研究を行なうことは,この地方でなければできない,最も

大切な仕撃の一つであると言えましょう｡

本年9月新潟で開催された第8回圃勿館大会に於いて

東京国立博物館の野間清六氏は,博物館がその地方の文

化のセンターであるためには,むしろそれがレクリエー

ションの場であることを王とすべきであり'そのために

は,動物園を見ならうべきだとの説を駿調されました｡

私も実は,幌訴n34年の長聞こおける同人会において,野

間氏ほどではありませんが,従来の博物館が如伸二も魅

力に欠くし,それが悼物館の不振の原因ではないかとい

う主旨を強調し,その間に,私が直接関旅している動物

園に例を取って種々論じました｡つまり,このような愚昧

で,私は野間氏の御意見に相当同感を禁じ得なかった訳

です｡

博物館はその当事者自身の努力が必要ではありますが･

更にまた,一般民衆の協力,特に博物館に対して大いに

興味を持ってもらうことが,その博物館が発展するかど

うかの大きいIJP皮点になるものと考えます｡

大町Ili岳博物館で最も力を入れて収集展示研究をされ

ているものは,この地方の山高の動細物だと思います｡そ

して近代の自然史博物館としては'その生態陳細二歳も

力が入れられていますが,これは博物館の中でも･最も

魅力のある部分で,世界各国において実施されている展

禾方法です｡ここでは,私たちがその動物のいる地方に

行った時と同じ景色が展開されていますが'実際は･ほ

んとうにその動物の生息地に行った時よりも更に美しい

景観だと言った万がよいのです｡よく｢絵のようだ｣と

申しますが,動物の剥製を前に配置し,完全にその生息地

帯の地形,鉱物,賦物を摸した細工と一番奥の壁画とは,

こ　と

古　賀　　忠　道

照明のうまさによって, ｢絵よりも美しく｣ほんとうに

見ていて楽しくなるのです｡私はこのようなことが,野間

氏の言われる,白木の博物館に慾しい諸外国の実態だと

思います｡

実は動物園においても,その展示法が'近代になって

生態的となり,動物地理学的展示が盛になりました｡私

は生態学的展示の理榔ま,動物の分布,つまりFaunaと,

櫓物の分布Floraとが一致したものだと思います｡しか

し動物園で一般に行なわれている,例えはアフリカ生態

園などは,動物そのものは持ってこれますが,植物は1年

中日本の気膜で栽培することが不可能のため･真にFau

naとFIoraを一致させることは不可能です77.I,日本にお

ける日本生態園の設睦は,その理鯨通りのものが可能な

のです｡

大町日向博物館では,最近特に,日本の代表的動物で

あるカモシカの飼育,研究を実施されているようですが

このことは大変良いことだと思っています｡私は従来･

上野動物園においても,どうしてもカモシカを飼育展示

すること77.･,東京にある動物園としては,国家的の義勝で

あると信じて特に戦後大いに労力いたしました｡しかし

東京におし,､ては,いまだに成功いたしておりません｡し

かし私は,世界的に有名なカモシカが･日本のどこかで

必ず見れる状態にしておくことは,是非必要だと考えて

います｡そしてこの仕事を,最も地域的に適した大町の

博物館でやって頂き良いものだと考えます｡

私は先程,博物館がもつと大衆の興味をひくことが大

切であると申しましたが,何と言っても動く動物の在任

は,一般の興味を集めるのに,大変役立ちます｡動植物の

博物館における陳列は,剥製等で行なわれていますが･

もちろん,それが生きたので可能であれば,それに越し

たことはありません｡私は大町山岳博物館が,その宮地

条件をフルに利用して,真にこの地力の動組物の収集に

ょって,カモシカを中心とした生きた動植物の坐態展示

が行なわれることを希望いたします｡

このことは,大町Li岳博物館を非常に特徴付け'同時

にまた,それが民衆による利用の増大をはかり,従ってそ

の教育的効果を向上する最良の方法であると信するから

であります｡

(上野動物園長)
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lO周　年　を　迎　え　て

敗戦の混乱のしづまりかけたある日私は大町都鳥表す

る助役割崎, Ii川,伊藤,伊東,石原の諸氏の一行の1日掘りを

受け,新たに発足するiLI揺博物館の館長になるよう求め

ら,.1十｣｡館長と- ､う要職-ljI二刀な私の柄ではなI ヽし,他

の三雄溝もあって御.与Ij即｣し上げねはならなかったが,役

柄,盾雷.まとも角とし一二私こ111来る限りのことは致しま

しょうE･ ､う.7)で顧問と- ､うことにして頂いて今日に及

んでいる○

外剛年こま職災会うけなかった大皿ま,戦災を受けた

他所の肘のように先づ住む家を,食べる食料をそして身

につける衣料をという心､配をしな1.､で済んだ｡大町は戦

争の倣壊のどん底から立ち上る必要芯なかった｡

戦後の文化に対する渇盟は長く断7iこれてい;"こだけに強

く激しいもので山間の寒樹二まで見られた現象であった

大町ほどの規模の町はわが国には殆んと無数にあるとい

ってよ1.､｡その大町はその文化に対する意志を山岳博物

館に結集し,そしてわが国の7●こつ7●こ一つの賞重な辞任と

することに成功した｡これは文化に対する意志のほかに

大町が山の町としてその背に担って来たiliの町,川と人

間と凄絶びつける拠点としての伝統,自分たちのIIlを身

近かに持っているという親しみの一独占欲ではなく-こ

もった自負一自負で憩けれは-ほこり,そしてさきにの

べiiこ戦禍を受けなかったという幸運等々の複合した結集

であろう｡

私が大町の慧図に共感し共鳴したのは,戦後に湖のよ

うL-.おしよせた文化への渇望の中に蕊この種の流れ､持ii,I

として,文化という名に備しない,ただその言葉のみを

Hに称えてもて遊ぶだけの文化コンロ,文化雀といつ7●こ

類いの真の文化とは余りにも縁遠い似非文化が俄行する

福　岡　　孝　行

中にあって,大町の出席博物館のそれは全く趣を興にし

た其の文化にふさわしい内容を封つものであったからで

ある｡

文化とは英藷,フランス語(Culture) ,ドイツ語(

Knltur)では〝耕す〟という愚妹の語で,カルティヴェ

-グー(耕危機)にそのなまのはたちぎが見られるよう

に,自然に手を加え人間のものとするはたらさであり,

ま7●こ手入れをするという意味をも含んでいる｡大町の山

岳博物館をつくるまでの活動はまさにこの文化活動であ

り,その威某は文化財そのものと言いうるからである｡

顧問になった当初私の同僚の一人は言った｡大町とい

うの:ま,たしかに大きな町と書くけれど,一体全体人口は

どの位で,どんな町なのかと｡私の答えるいろいろの数字

に意外な面持ちをして彼は言った,よほど物の分った人

の多い町なんですね,そんなに小さい町なのにと｡以来

これと同じ質問には何回接したか分らないが,その度に

私はほこりを以て答え,説明するのであった｡羽田先生

のユニークな(かけがえのない一天下一品の)存柾も若い

人々の熱意も必ず話題にのぼるのか常であった｡

当時たしかに若い人々の熱意が主動をもち,またこれ

らの人々に火を灯した仔任も忘れてはならないが,これ

らの若い人々の助なる願いに耳を傾むけ,実現する方途

を開き,力を寄せた人々一一元老的存亀,こ欠けていたな

らば今日iLi吼官物館はありえなかったであろう｡純粋な

ひたむきな願いは7Iこだ若人の中で若き日の見果てぬ夢に

ととまり残念な想い出に生きたにちかいない｡このよう

な愚昧で若い人々も年長年配の人々も,つまりは大町全

体が幸いをつかんだといえるのである｡そのどの一つが

欠けても事蕊成就しなかったに違いないし,私がこうし

丁で" 鷲 子∴∴ 千 ��一書一∴諒町一一 

i ヽ ー ∴一一ノー∴ ･"′∴∴ 露悪 刋�顯ｲ�ｸ���}i�i))(�������X+r��"�ｶﾎ���

憲一.｡(, 凵愛∴､ I 

i墳吉/半日三軍 ∴∴三千∴∴∴-..∴∵子-ら.. i// 
i 耗註 

て｢10同年を迎えて｣いろ

いろと想いめぐらしながら

拙ない等をとるなどという

こともなかったであろうo

｢幸い｣をつかんだと私は

言ったが,今日もし新たに

設立するとしたらどうかを

考えれば｢幸い｣が決して

行き過ぎた表現でないこと

が経にもわかるであろうし

またもしわれわれの博物館

がなかったら,と過ぎた10

年をかえりみれば,その存

在の意義がその重さがかえ
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って明らかになるであ

ろう｡そして大町はこ

のわが国にたった一つ

という｢ムサイ｣の殿

堂を持ち,またほこり

えなかったであろう○

信州ことばで｢ムサ

イ｣とは｢きたない｣

ということであるが私

がこゝに｢ムサイ｣と

いうのは信州の｢むさ

い｣とはおよそ逆のも

のである｡

そもそも博物館とは

英語のミュジフム'ド

イツ語のムゼウム(M

vseum)の訳語であっ

てギリシャ神話のミュ

ーズの神々の塵である

｢ムサイ｣はこのミューズのギリシャ名であって･ ｢む

さい｣ではなく｢美しいもの｣を司るゼウス(ジュピタ

ー)の9人の娘,つまり女神たちである｡

ギリシャ神話の最高袖ゼウスとムネモジュネという記

憶を司るものとの問にできた9人の娘'ムサイたちは･

クレイオー有名な省一歴史

ェゥラルペ一割ます省一器楽

タレイアー美しき孝一喜劇

メルポメネー歌う省一悲劇

テルナシコーレー腑を妬む省一舞踊

ェラートー愛らしき者-恋愛詩

ポリユムニア一理重な歌をうだう省一讃歌･維弁

ウラニアー天上の者一基学,天文学-学問

力/レリオペ一美声の孝一叙事詩

である｡この9人の女神が,最高相と誼憶を司るムネモ

シユネとの間にできたという因縁,宿命･そして土語の

輩楠を司り象徴するということを'古代ギリシア人が心

に抱いたことを投影し理想化した事柄を,静かに深く内

に省みれば,今こゝに10年という年令に達したわが大町

山岳博物館がこの10年間に,なしとげたこと･なすべく

してなさなかったこと,そしてなすべきことが白から明

らかになっていると思う○

博物館の使命とするところは,東伯,古今-空間的に時

間的に自然と人間のつくり出したものを蒐集し･保存し

展覧しまだ研究するところであって,近代になっては研

究と一般教育にますます重きがおかれるようになったこ

とは御承知の通りだが,かりに｢il旧の｣と限定しても

その仕事が広範にたわり,多岐であることは｢ムサイ｣

の女神ならぬ館の関縁者の百も承知のところであろう｡

が,自然のみで人間を無摂することはできないしノ･この

逆もまた成り立たない｡自然と人間との･そして両者の

接触,関係においてつくりなされる事物現象を人間に分

ち映え国民のそしてひろく人間の保鰹と休賽と教化の拠

点として奉仕するという使命は,機脚と,工業化･都市集

中化8_)中で,自然とJ_)接触を失い勝ちな日常生活(仕事

と休養)の中で,重き効目えるというどころか･不可欠

.7_)もC.)となっている｡ムサイの女柵がすでに暗示するよ

うに,わが博物館は,忘れてはならない大切なことから

垣外ち伝え,喜ばせ,愛されるものでなければならない

この大使命は館に直接間接関係ないとは言えない大町全

市.7.)労力とILl岳に関心を抱くすべての人々の有形無形の

協力によってのみ実現され･さらに大きな輝かしい拠点

となりうるのである｡特に大町の市政にあづかる者には

その育成の大きな責任があるのでめる｡それは日本の脊

陵をなす山々にかこまれた大町の-大町以外にはない~

侶命であろう｡　　(山岳博物館顧問)
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い,ド

山　博10周　年

｢iliと博物館｣の最近号に羽田雄三氏が語っているの

をよむと,外部のわれわれり気つかないところで,中層

発展LI_);●こめの苦労が重ねられていることかよくわかる｡

博物館の縫･i;_'Iということに旧しでま,今日一つの重大な

転機にきているようである｡

しかし,そのような国都却情とはべつに,このi日掛ま

たんに大町面の山階であるにととまらず,日本のILi博と

して強力な地IJ-･･をかためつつある｡これはお世辞ぬきに

そういえると思う｡博物館の設備や展示物など,その節

的な内容も山岳を中心として極めて特色がある｡しかし

これだけならば,とくにとりたてるほどのことはないか

もしれない｡それよりも過去10年にか/'こつて行なわれて

き7こ,山岳の自然を調査検討し資料を蒐集するための活

発な野外での活動,この動的内容こそは大町し帽の評価

に櫨石の重味を与えているものである｡

その一部の成果は,光二｢針ノ水面-自然とその保護｣

(1959)にまとめられ,また日頃の活軌,I ｢lLlと博物館｣

誌上一二折々の動向が応えられている｡展示物や出版物は

もちろん形:こあらわれた博物館括動であるが,じつはそ

の背後:こある,足をつかつての活動●こ最大の注目を払い

たい｡一つの市の博物館で,少ない若い館員で,山岳を

中心として,これだけの活動をやってきたことは驚嘆に

値する｡これは若い人達の努力もさることながら,黒推

たる羽田健三氏の超人的活動に負うところが大きいこと

は知る人そ知るである｡私は同学のよしみで,羽田氏と

は古くから親しく,誘導弾を遠隔操作するようなその怪

腕を楽しく拝見してきた｡被の野外観察の目の鋭どさた

しかさ,粘りつよさ,また若い連中に対するボス的活動

は熊類のもので, ｢山と博物館｣の最近号に彼自らサン

ケLT(､るところにもその一端がうかがわれる｡彼のこ

の長年の活動J_)一部は,最近学位論文としてまとめられ

たが,その基礎となっ7●こ彪大な資料には私も一驚し7こも

のである｡

ところで用噂の今日の活動の最大し｣僕は｢針ノ木岳｣

によくしめされているように,おそらく針ノ木自然園の

建設にあるであろう｡自然園という慨念はわが国では十

分に通用していないが,野外博物館として,自然の研究

観察の場として,施設としての用事の基盤となるべきも

のである｡博物館の施設とそのフィールドとしての自然

園の有機的な関連がなりたってはじめて,山博はそうし

た新しいシステムのかなめとしてU.)役'BIJを果たすことが

できる｡目黒にある文部省の自然教育園は英名をNat-

ional park for Education　とよぶそうであるが,針

ノ木自然刹ままさしくそのようなものである｡いわゆる

を　迎　え　て

沼　　田　　　真

自然公園の特別保護地区そ,).)ものではなく,保護をはか

りつつも野州呼物館としての,とくに教育的(あるいは

研究的)役割を果たさせるための観察施設をもうけるこ

とになろう｡わが国ではそのような既成D捌かないだけ

に,まだかなりC.)PRを必要とするであろうが,すでに

自然公園として指定されている地域国での利用管理の一

形態として大いに注目しているところである｡
一方,このような新しい自然教育(研究)施設とがら

んで若干の苦言を呈するならは,私どもの見るところ,

館員があまりにも多忙だということである｡それも鑑賞

としての素養を慮めるために多忙ならよいのであるが,

あまりにも事勝的なことや社会教育的活動に追われすぎ

ているのではなかろうか｡もちろん市の博物館として地

域的な要盟もあるのであろうが,博物館は公民館ではな

いし,何といっても館員の博物学的実力をつけることが

第一である｡そのためには, (1)ます人の問題であるが,

博物館の事務･普及系と研究･教育系の仕事をはっきり

わけ(そのためには定員が少なすぎる) ,館長には責任

のしっかりした人材(視野が広く,とくに研究面に十分

の理解を有する人)をおくこと｡今問題になっている動

物園移転についても,これを吸う人がそばにいて愛情を

もって接してはじめてりつばな管理ができるのであって

ぜひとも本館の付属施設として移転し,館の有機的活動

のなかに加えたいものである｡ (2)館員の実力I-pJ上のため

館内においては研修日をもうけ,研究のための各自の外

業を許し,かつ大学などへの内地留学(最少限半年)杏

実現すること｡ (3)館員の研究活動は紀要の形で,少なく

とも年一回の｢年報｣として発表することなどが必要で

ある｡この苦言は館員に対してというよりむしろ市当局

の方々に申しあげた万がいいのであろうが,内政干捗し

みて甚だ気がとがめる｡しかし少なくともこの程蔓のこ

とを実行しないことには,これからの大町1-回集まのびな

いと断言できる｡今まC.'ま曲りなりにも,無理をして頑

張ってきたと思うが,無理がそんなにきくものではない

天下の大町山階として期待がもたれているのに,現在の

機鯖ではその期待にこたええないことをうれうるのであ

る｡

外部のものが佃を余計なことをいうかといわれればそ

れまでであるが,幸い布くこぼ理筋のある万々も多いよう

であるから,ぜひとも後押しをして山階の大成をさせて

脱ぎ7●こい｡これが私の1.､つわらぬ刺青である｡とんだ挨

拶となって恐縮でであるが,感触を求められるままにあ

えて一軍した｡ (大町山岳博物館頓問･千葉大学助教授)
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10周年を迎えた山博に寄せて

大町iLI岳博物館は,わが国では唯一の存在であるo国

立公園内にも博物館はあるが,山岳･登iLiを主題とする

ものではない｡海外にはサンモl) ･'･ソやシャモニー等に

も山岳博物館はあり,いずれも大した規模のものでもな

いので,大町のものは決してびナをとらないと思う｡慾を

いえば,本格的な容れものが,もつと11●派なものになっ

てほしい｡しかし,その内容の万から云えは.立派なも

のだ｡殊に博物館の運営に当られる役職員が,熱心で互

に働力され,全く献身的に活動しておられることには大

きな誇りである｡月刊の｢山と博物館｣はすぼらしいと

思う｡私なども,多くの刊行物を手にするのだが･大部

分は読みすてしにしている｡ところが｢山と博物館｣は

保存する部類に入れている｡そのほか臨時の刊行物とか

登山講習会とか,ほかでまねの出来ないようなものを続

々遂行され,社会に大きな貢献をしておられる｡大田市が

全国に誇りうるものの最たるものであると･私は信じて

いる○

ここに10周年あ迎えられて,回顧すれば,万感こもご

もであろうと思うが,時としてはその存立を根底からひ

っくり返されるようなこともあつたであろう｡しかし･

私は大町市当局や市民の良識が,あくまで存続を崩せら

れたことに敬憲を表する次第です｡さきに雷鳥の御朗句

調査に乗り出されたことを承知して,これは実にノ推服

です｡博物館は単に館伸こ立て縫っているのでは,塩味が

ない｡最近ユネスコの｢クーリエ｣諒を読むと･国際自

然保護連盟( IUCN)の主催するアフリカ猛獣保護運動

の状況を報道していて,これにはニューヨーク動物園な

ども乗り出して調査に活躍し,また資金面でも協力して

いるようだが,博物館の活動は野外に手を伸ばさなくて

はならない｡特に生物に関する限りは,館内の陳列より

ら,野外に於ける生態観察の万が重要である｡

先日アメリカの生態学者が来訪し,広く日本の国立公

園を見て歩いたあとで,｢附填湖畔に博物館を造る計画が

あるようだが,それよりも公園の利用者に対して･神学

的なガイド･サービスを実施することのjjが･有効であ

り,経費もかからない｡国立公園は全域の自然がそのまま

に博物館ではないか｣と,去っていた｡また｢バス`ガ

イドの説明にも,景観の科掌的な酪説がたりないo｣と非

難していた｡これはたしかに傾聴に備すると思う｡

大町固ま実に日本アルプスの中枢であり･登ILiのメッ

カである｡博物館を充実することは,もとより重要だが

野外活動を強化することには,一層忠義がある｡かつて

大町から黒部の入口にあ7iこる用地に,自然動物園を設立

する考案もあったようで,その斎拙さ天変よいと思った

出来れば相当面積を画して,厳重な野性動物保護区を設

定して,観光客や登ili者が,その生態を観察出来るよう

･I--i一l--田　村　　　剛･-i--ii三

にしたらどんなによいことであろう○

由来日本の国土では,野生動物が年々減少している現

状である｡アフリカやカナダでは野性動物の保護だけの

目的で,謹T_rされている国H_公園があり,アフリカでは入

園料を徴集しているがその収入は公園管理勧)大半を償

っているし,ひいては野生動物の見物を唯一の看板にす

る観光事業が国のあらゆる座業のうちで2 ･ 3btを占め

るといったようなことも,陳かされるのである｡

日本の気候や地形や楠生は世界に類を見ないほどに変

化があって美しい9'.)であるTU',野生動物の見られないの

か,淋しいとは,外人が口をそろえて指摘するところで

ある｡殊に近頃は鳥類や昆虫類が農薬の使用によって･

着るしく減少して,日本の景観を損していることは薯る

しく,これは自然保護と麗業との調整に困難な問題の一

つであって,国際的な問題となっている｡

このほど国‡高年学博物館では,自然保護の菩即日を新設

されることとなったが,恐らくこの部門の活動は,地方

に自然傭隻区を設置して,その生態学的調査研究を行な

うと共,二,大衆に自然観繁の手引きをするといつ7Iこよう

なところまでの発展が大いに予期されるのである｡私は

大町の旧刊博物館のような施設が,その中央の活動と提

携して,地についた業績をあげられるようになることが

好ましいと思つでノ､る｡

海外では,太宰の教室や博物関係の財団がそれぞれ

に立派な博物館を経営して,大衆に灼する自然保護教育

に貢献しているが,何といっても金木足を諦えている日

本の教育躯では,そうしたことはなかなか急速には望ま

れない｡しかし,だんだんにはそうした恵まれた状態に接

近するようにしたいものである｡現任でも烏矧こ関連し

ては,日本鳥類保護連盟や円木野鳥の会があり,猿類につ

いては日本モンキー･センター,･1',･あり･それぞれ国際的

にもその在任を認められるほとの業績を挙げている｡そ

して更に璽みたいことは･宴は野生動物が単にi'潮時)対

象として一部の人士により,捕獲され,殺されているの

は,遺憾なことである｡狩猟法を改正して･I調､保護法の

名にふさわしいものとしなければならぬと思われる3･)で

あるが,そうした要請が国民の声となって来なくでお

その実現はむづかしい｡それにつけても博物館胞諏)社

会教育的活動が最も効果のあることは･もちろんである

動物に限らず,自然愛護や保勘二関する知識を普及する

ことは,日本文化を世界制水矧二高めるために必須の案

件であっ-こ,私はiLI耐博物館の画期的発展を切望してi上

まない,ここに10離三を迎えられ7こことにつ5･その過去

の栄誉G,る功績を7iこたえると共に･今後の大発展を祈念

するものであります｡ (国立公園協会副会長)

fi
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早いもので,大町ii刑博物朋が.誕生してからもう溝十

年になる｡東京からの身にはオーバーを斎ていでも薬い

程の新月に,判時の社会教育施設担当営IIi崎繁氏と大町

IllTT,博物館(旧館)の塵に7'tつったことが腔Fli7.)ことt'.)よ

うに思い出''さi-'れる｡春しくもまた博物館法自体,の発足が

同じ1951年である｡つ---表'り大町ILltT-Ii呼物館.I_)衆みはその

まま博物館法.I),iJ,･みでもある訳である｡多分こんな愚昧

で, ｢全国博物傭活動用0年｣とi.ヽう捕稀の要求が卵.､

I

込んでき7●このであろう｡

さて振り届っ~こみると,終戦直後231館しかな

かつ;こ博物館から,すくなくとも600館以上にな

った今日までの博物館の歩みは,とやかくは言わ

れながらも,一応たいしたものだと言えよう｡も

ちろん数だけで云々する積りは毛頭なく名実とも

に伸展したことの一例として数をあげたまでのこ

とである｡利用者も,当時とのくらい利用してい

るか実態すらわからなかったものが,親任ではす

くなくとも全国民2人に1人の割合で毎年博物館

を利用しtいるし,最近は年に20-30館の割合で

新設博物館が増えている｡やっぱり順調に伸びて

いるとみるべきであろう｡

さて･これをもうすこし詳しくみると･戦后16

年間J-_)i博物館の少みに,一つの大きな怯機のあっ

たことが鱗る｡つまり1951年を境として後半かす

べてにつI､ヽて急カーブに上昇している｡この理由

は何といっても博物館法の施行による博物館の社

会教育における佳麗づけがはっきりしたためであ

ろう｡1945年から1951年までには約140館増えてい

るが,その相当数よ戦前戦中にあって一時閉鎖さ

れたものの復活や,趣旨を更新して由出発したも

っても色合してもいないことである｡登録博物館および

博物館相当施設全部をuiせても現任ですら約300館程蔓

で日本の仝博物館の二分の一に満たない｡そして,当初は

教盲委員会と文部省系統か董視されていたあまり,他の

地方公共団体主管が大部分である動植物蘭･水族館篭は

英資士拙査されているという封態すらあっ7●こ｡第1回お

よび第2回全国博物館大会あたりの,議.紺ま母らこの辺に

集中されで.･､た｡学芸員にしても,当初3ケ年間,学芸員

の資格附与の7●こめの溝習会が文部省主催で実施されたも

.1_)などが含まれ, 1 951年から1 960年の間に増加し7●こ250館

近くのものの大部分が新穀であるものと対比してもその

特徴がわかる｡しかし何といっても最近十年の博物館活

動の出発点はi専物館法により,博物館の概念か明確に示

さ,I+,持:ニ生きた資料を扱う動植物園,水族館が含ま'れる

ようになっ7●ここと,専門職員として学芸員の身分制慶が

確証し7Iここと,国による補助金(施設饗･運営費の双方に

ついて)交付の道がi剃ナたこと,各種の税法上の特典か

与えられるようになったこと等の運営上の本質的な体質

改善であろう｡

従って最近十年間の内訳を諭ずる前に,この十年間が

その前の何十年間とは際だって白けつ優れた存任である

ことを先ず強調しなければならない｡

さて,法的措置による博物館の適判別ナたといっても

これを歩むことは実際問題としては容易ではない｡第一

に博物館法による博物館が決して仝博物館を等価的に扱

､?.).1.) , ''i''･芸貴となり得る資櫓,-三信するという資

格で,面ちに学芸員:こ任命されるという事では

なI{ヽ点が十分に伝わらず,かつ:ま法文に忠実な

地方公共団体でま逆に学芸員という職種をつく

らず,これも有名無実の感かあった｡また補助金

にしても公営で教育委員会所属のいわゆる登録

博物館たけに限られ,他の地方公共団体や私市

のものに対しては何等の措置もとられなかった

しかもその登録博物館は現任ですら100館に満

たす,相当施設の二分の一以下という逆現象を

呈している｡かつ,補助額も対象館の全予算のう

ち該当する項目のものだけについての四分の-

以内ということで,実際上は年額数千円という

補助金を貰っていたところすらある有様でぬつ

lJO

このような罫が,博物館合体を打って一丸と

する強力な博物館事業への発展を可能とする目

標はかかけなから実際には思いの他遅々として

進まなかった基因となっている｡

しかし,全体としてみれば,やはり漸進的で

はあるにしても,博物館の位置は高まりつつあ

ったことも否めない｡例えば現在12大学で博物館学識蛙

乃至は講義を実施しているが,これなど,諸外国に例を

みない現象であり,今後の学芸員の一般水準の向上を約

束するものでもある｡また日本博物館協会でも従来の官

僚的専業実施の枠からぬけ出し,全国を組織化し,地力ブ

ロック蛍位の会員本位の運営に切換えようと努力してい

る｡一万1960年:こアジア･太平洋地域博物館セミナーが東

京で開催されたし,この前後から博物館の国際交流も目

_TI.って進んで来た｡この8月以降でも新井･青木･筒井

･羽根田の諸氏が欧米各国に出向S,･れているし,東京国

立博物館では第2回ルーブル展を実施しているくらいで

もある｡

要:よこの10年間で日本の博物館の歩むべき荒筋は確立

した｡次の10年はこの肉付けと検討の上に立つ整然たる

本筋を求める時期で登ると思う｡

(国立自然数香田次憂)
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10　年　の　あ

開　　　　　　　　館

突貫工事で進められた博物館施設への政策上勤ま1 0月

31日もなお続けられていた｡公民館からの資料の移転を

はじめ,展示作業,それに動物舎の整備と･闘館を発動

にひかえて作業は山積していた｡しかし,博物館委員を

はじめ各関係者,そして刷師高校生の応援もあって･

11月1日の空が白くなる頃には,ようやく開館作業も終

りに近づいていった｡屋外の炊火のまわりに集る多くの

顔は,創りたしたi'･;･びと,明日からの希掛こほてって赤

かっだ｡

GI.I.11氏の筆になる沿母.iC'jI予文は巌示室の入口に掲げら

れた｡博物館は遂にi別＼たのである｡

一一終戦後の混乱に世をあげてまきこまれで/ヽるときに

ゆ　み

∴+∴ ~-C_玩 ��育�����'����

繋二言-/看菓臆漢音SJIIIIllST7- 

!':,-,三三,: ∴工 啝(���ﾘ�����h�������ｦr�
- 討(ﾌ8���

1〇〇〇〇 劼∴ 仆�ｦ�6B�vHv�rbu��

三三∴看臆漢二田軸 勍∴∴ 

+∴- 唸�ぴﾘ耳耳�������ｨ耳��ぼE���褪粨�8��ｲﾅ�ﾉ�て畑�や円ﾉ+�)���ﾊｨ�y6��

開館の町長あいさつ

当大町の青年たちは強く文化を求めはじめた○公民館の青年部に牙ぐんだこの文化慮忠ま･ついに博物館の穀iliへと縮

集され, I鯛124年構想を終って資料の収集に研究に割的な活動が続けられた｡またこの熱意のひきおこした連鎖軸S

は町民の積極的援助となって,大冊ま博物館建設に一貫となった○昭和26年11月1日,文化の日に先だって当館はつい

に開館の運びとなった一一

臨[26年｡即日午前10時,博物舗腹において開館式が開かれた｡地7L関係者･来賓をふくめて参集者は200余名

松田町長のあいさつのあと,下川公民館長の経過報告があり,副職三氏その他協力省に対する感謝状の贈呈が行なわ

れた｡長野県知事,文部雪瀬宮内即に,国立科学博物館安藤勝太郎･川面象塚本閥治その他来質の視辞があって記念

撮影ののち,正后盛会iW.に閉会した｡

北アルプスの連山が新雪に輝いて･ほほえみを投げかけていた｡ -大町山岳博物館建髄己録(1957･ 7･ 20)より-

昭　和　26　年　度

1 ,唱和26年1 1月1日,町-ir.大町IllTT･(博物館が開館した○人口わずか17,000人J･)lLl奥U･)小さな岨こ博物館を生み出した

青年たちの努力と町政関孫省の英知Lt:･町内外の注目を集めた○潰I･準傭期に引き続'､て仕れも十retl･)平林国男･中

村武久,丸iLi晃の三氏が勤沸し･嘱語の羽田鯉三氏を中心に開打榊な活動をおし進めた｡この活動を国外から支えた

ものは,萌,1澄備期以来繍束して資料収集に当って来た若人のグループや,多くの関係者であった｡

2,昭和26年12月1日,博物館法か公布され,全国亡鮎こもようやく･博物館活動の気運が高まりつゝあった｡

昭　和　27　年　度

1 ,中村,九時ちか学窓をl三はして去っ7こ後, 4別口中細.I+郎･ 5月13日林けさみの二名､/･)脚員i-･迎え･庶携･会

計の体制を整える一万,羽田臨tらは長野県下o･)水念約･胎排出,>･各種/JJ酌)調査･収集に当った｡又嘱i託寅と

して,収集調査に多大の活動をされたjjは下記の諸氏であった｡荒井昇一(気象)平林照雄(地学)青木浩(民俗)

長沢欽平(歴史).丸山彰(il旧)陣雌太郎(i川手)福島覚(山岳)伊藤緊(iL怖)細野淳(動物)

2, 9月15日,平淋国男は学窓を日ざして辞任し,碑銘研識員は2名となった｡このため大冊帝高校生物部の石井徳夫･

長崎胎三郎･高橋秀男･火口元次の4名が28年3月末書t'学業の創段をさいて動物飼育のIf･･に当った○

ヽh_ ��*C�6ﾒ�ｩ?�ﾛv����

･二田 ��凭一二:r下回′一一〇モ 〇一 � �� 啅2�

二重. ��～ ��"�

/ �� ��∴●ー 侏褝2�･■▼ 劍����b�6--㌧へ､ J＼;茎 

∴{｣ 劔��� 

3日I紳世界ニュースが本館の施設を撮影(5月29日) , N

HKが釧一段期の苦心談を全国放送(6月23日)するなど'

I旧刊官物館活動が全国的に報道されるようになった0

4, 11締i127年9月2日,博物館法に塞き長野原教育委員会に

おいて本館の登録認可がなされた0 12月23日には･はじめ

て副Ii補助金(設備貸補助) 213,000円が決定した｡又館

魅のパーゴラガーラ､=/新謝こ対し県支出金170,000円が交

付された｡

●l
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昭　和　28　年　度

1, 4月1日,矢口元次,高橋香男の2名を館員として迎

え,組織の充実をはかり,清瀬な普及活動を開始した

7月5日,博物館剛毅以来の蘭縁者はI高)研修と後続

の育成3_)ために, ｢博物飾研究会｣を発足させた｡10年

後J_)文化運動を支えるような若い芽を育てることが出

陳とされた｡研究会の指導には本舗耀it員が当ったほ

か,下記の諸氏が会の山桜として活躍した｡縞島融(動

物) '畠.I:LIl,I.i･文(lll,Ti)仁神馬啓(気象)大須'賀I)I: (地

写)曽榔京色数(歴史)降旗良当(娘示)伊瞭昌次(

気象)太出目秀(地質)長沢武(動物) ,大冊告一･

海Iii圧一･中称国男(以上蛤部〕

2,駅前のtl､ツタカーテンを本舗の襲煙に移し(4月12

日) ,飾レ中潮面の改装(6月2吊)を行ない,附1,馴事

物園の樹木へラベルかけ(9月～10月) ili盾I刷信者の

29年度研究会々貝

所I詩学校規　会員数

大町小I､国交　　43

人町中宇検　　40

大町蘭島校　　67

大町北南校　　　22

両小谷中半枚　1 6

l･i軌､谷中半枚　　31

倍鵬中撃校　　55

北城中半枚

神城中辛校

深芯高校

美麻中辛校

北安農高校

松繭字囲

教　　　員

般

汗　　　　375

所屈部門別　人員

帥　物　部　　57

動　物　部　102

歴　史　榔　　57

中　高　部　　45

メし　象　部　　19

地　辛　部　　　32

1〔生　物)　　63

品　　　　　375

遺ri用人集,同じスキー膜)ぐ操作などを行なって,国外II'ul設資斜の充実をほかつ;こ｡

昭　和　29　年　度

1 ,人It旧市内,帯びに北安芸郁卜の小, I巨高校生ならびに一般人をもって騰成された用舌

博物飾研究会は会員375名にふくれ上り,年間22回の集会活動と月間機関紙｢大町ill吼専

物Cl'i'研究会報｣は博物鮪より76,000用J.)助成を得でi胴部こ盛り上げられていった｡新たに

､lI'I封,t男民が描短冊に/Jllわり,降旗良､Il'･･ ll''雄和縮ら忠生JliI憤三氏).)指導の~卜に会報の編

集にi献切開な活雌を続け7iこ｡

2,日,'i和29年7月1日,一冊三ケ村が令tj'ル,大町IiJ,刷がIJ'也行され7iこ｡ rlj刷/施行にともない

府立)こ町中Tll.!I一物酪条例/条例第18号) ,川手間物鮎幽寂会規定/~Iii博規定弟1号)が施

行となり, 7月4日に烹I川和､l.1物鮎規定′教委規則弟9号〕が両天された., (31･ 4 o 1

施行)

3, 8月2月から30日まで1ケ月にわたって,上野に於いて,文部省による写芸品薄皆か行

なわれ7こ｡本舗からは五名J_)酬系者が受講し,博物鮪､')Jl侶論と*'･i載二ついて当･''･んだ｡又,

12月1 1 1｣には長野県博物館大会が松本におし､~こ持●こノIt,黒川.I.･物鮪の交流がよがられ'/C｡

4,ニ聞III娼〝,亡をはじめ,当'･榊照雄,高木治,細野淳, LL判武久などの各氏IT_よる本舗o'.)研窮

樹_i,'･は次々と発行され, 29年夏木--.二でに28用を数えた｡研究に指十判二超人的な活耀振りを

示しで.,Tだ本舗･),S"-t員細騨1･氏烹不幸にも30年3月2日脳出血のため亡くなられた(享年

49の

昭　和　30　年　度'

1 ,昭和30年度予算は直政

施行以来はじめての7,第

として油Iされていたが

川面i博物飾ま未だ全席的

な理鮪を得られず,特別

専業錐として`まill'･筋'+I.紘

股上事Ztが課められた程

哩であり,金団｢軌こ注目

され始めて来た博物飾研

究会に対しても, 5万円

の育成雄が盛られただけ

であった｡騒案のiii畠資

藍藍
川　噴流率や

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

し

　

ノ

/

　

　

点

　

　

1

　

-

`

　

し

　

1

　

-

･

ノ

　

C

l

ノ

　

ヽ

　

　

　

l

n

ヽ

　

　

　

　

｣

町

　

営

　

二

　

｢

-

　

N

L

J

　

曲

事

一

一

　

　

　

　

へ

　

.

つ

　

ゝ

'

h

　

こ

　

し

一

礼

当

　

　

　

　

L

J

 

n

も

　

白

日

　

　

　

　

ド

一

　

_

 

I

-

吻
　
山
高
.
 
L
L
　
と
　
な
　
藍
子
　
に

千

 

K

J

　

〆

｣

5

　

枚

　

絶

　

i

.

7

　

7

　

･

I

 

l

I

 

1

 

l

I

　

方

T

　

6

-

　

･

月

十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

2



o･',　1961.10.31　山　と　博　物　館　　第3柵郵便物認可(I胴n35年7月26日〉

j

貞

料収集についてもT,第は皆無であり,惟日

本i用手会入会螢だけが計上されるという退

慮すべき状態であった｡

2,こうした中にも関縁者のた砂まぬ労力は

続けられていた｡博物館研究会は印書めぐ

り自然観察会(6月5日) ,雛二田/し方iii

研菟鷺ili(7月31日･8月1日) ,星を見

る会(8月10日)若石採集会(8月28LD

動植物採集会(3回) ,スキー会(2月4

日) ,兎狩り(3月16日)などを行ない両

氏との結びつきにつとめたC

笥3, 8月I I,建設準備期以来一貫して指ノ専
～　　的役割りを果して来た困iLi憤三民を嘱託と

して迎え,患欲的な活動がはかられた｡全

国帖両団体との結びつきをはかるため, ill

同調体バッヂの収集,機関紙･会報の受贈

などが点じめられた.

4, 31年1_)2月2日,木だ'+''深い南'安却掴ri

研寸の農家の袈庭に出て来たカモシカの仕

が保護され,当日本舗動物園に入園｡判時生

後9ケ月くらいの動体だった○その後このカモシがま〟市子〝と命名され,市民や大町を訪れる人々に親しまれて来た

5, 2月11日,動物記録映画〟アルプスの鱗典〝 (後に｢白い用r-'Jと改める)製作について富士映画社今村貞離民よ

昭和29年度｢博物館研究会｣の事案

塾　業　名　称　施　行　月　日　曜　天候　揚　　　　所i指　導　者　参加人員経　線

台　　季　総　会　5月151

仏崎鉱物採集会　5月23に

初夏の動植物採集会　5月30王

神社･仏閤見′字会　　〝

気　象　研　究　会　　　〝

動　物　揺　集　会　7月聞'

/TjjILl研究捺II1 7月24日･251-1

白罵高向民

細　物　採

地'半　端

昆　山　採

会
ノゝ
フ二ヽ

令

植　物　探　集　会　　　〝

来場統化石採集会　9月11日.12日　(

神社･仏i糾l学会　9月12は

動物　部帯　革会10)引Oi:

｢茸｣採　集　套10用7日

中　高　研　究　会10日22日

地,羊部採　集　会10月24`

ノソ　- ル　11月3し二【

発表会11月3日～71]

総　会11月7日

小　鳥　観　察　会12相2日

大町市公民飢　研究会運営委員会1 158　無　粋

荘･f'言.告;lpT, ㌔.i,邦篭日42交通貸
席安中宣･穂高　長　沢　欽　平　　4　　〝

博物館事務寮　仁　科

北　城　利　細　野　細　野　　淳　15

･､　　力　　出　羽用鯉三

寺島虚男

自問Tr一十一朝来　相　島　光　他　　33　620日

出谷甲･木崎　寺　島　虎　男　　　9

木崎～大町公園Il''林　螺　離　　　7

束iii　乗　越　細　　野　　淳

〝　　減ノローやなは　丸　iII

†　時　　間中　合一中　上　川　中

旧　王子神社一天正幸　長沢飲､l′

博　　物　　鮪

i崎

22回

野

島

蔦

林　照　雄　　10

林　照　雄　他　　32

細野淳･寺島虎男　　12

研究会運営委員会　　85

羽　山　鶴　三　　　5

676人
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り協力方申入れがあった｡関縁者相談の｣∴大町とアルプスの紹介のために撒影案内と指導に当ることを決めた｡

6, 31年2月20日,本館の重要な普及事業として,又, PRの有力な手段として,月間機関紙｢やまと博物館｣ (1500

部)の第1号が発行された｡その後,形式を変えて｢ilIと博物館｣となったが,今日まで70号にわたって,全国の愛

読者に親しまれて来た｡

昭　和　31　年　度

1 ,北アルプス一筋を野外博物鍋として闘uSfLするための本塩的な韮礎調杏の第一段階として, 4月から属谷里湿隙の緑

合掌術調布がIjaめられ;'こ｡調住田は地元C.)研究者を総動員して騰成され,鵬.託の羽山建三氏が総括脚こ当った｡年間

謝杏,T.動人品ゴ:延600人2-_2越え,収集資料は2,600余点に達しだ｡

2, 【二一本･ニ於ける最大にして鼠雷の渓谷とうだわれる黒部,この黒部渓谷に関囲馬力KKは世界で数個をこはる穴ダム

を建最する-,こめ,北ア原状岳をトンネルそ-?もって貫く大町ルートの建設に着手し7iこ｡ダムの発轟能力算定のため,黒

部川上流域の幽謝恩住が企画され,け旧懐作所と本館がこ升こ拗力した｡残雪豊かな5月から新雪の来る10月まで,

数次にわたって長期入iLlL , 20台の白.和瓦吊計によって観測が行なわれ7Iこ｡館員出動は延60人｡本館の主目標は湖底

に汲する黒部渓谷をはじめ北ア仝iliを四季にわたって麟査し,北アの開発と自然保護の方向を見定めることにあった

この調飴こ当っては,館職員の他,次の諸氏か細杏呂として活躍し7●こ｡一一柳沢幸治,相馬轍,松沢宗洋,竹内剛久

原后,武川陸男,福島則夫,一一｡又,手酷二の名カイド大谷定錐,丸ili武四の両氏(白嶋村細野)には豊かな山の経

験､二塞く指噂を受けた｡

3 , 4月から始めら,･nた｢白いillIJJFtJの撮彰指導の7●こめ,羽川嘱託をはじめ,長沢武,長沢修介らの調査員は館員と共

に連口多忙な日を送っ;iこ｡この映画:-ま32牢3月完成し,文部省特選となった｡封切に当って記録とフィクションの問

題で話題を三高､たが,よく一年間でi割Iiの動hr物の牛態をとらえ,内外に紹介し得たことは大きな成巣でめった｡

4,本鮪施設の拡充を計画しで､､たが, 7月7日新築構想に踏み明り, 9日, 10日, 11日と連日の建設推進委員会で倹

7月16日市議会`-.樵-.､~こ大田II執'.iJ故旧校舎の払下げを受けて東山台上に移築する案が可決ざれた｡ 7月20討L

L=l ill-I.ち:=地鎮祭が行なわ,･乱, 1 1月遂に'.章･.:/i ;●こる本舗が実現し7●こ｡

5,数次二わ･,Lる黒部I旧流域の路子滴,Li'某･:=塞き8月2日から5日まで,針ノ木蘭穏辺の開発騰鶴が討議された｡この

結論'ま羽山触三氏!二よって｢大町し幅博物館の構想｣ (黒部自然園)として発表ざ持こ｡

6, 6月9日講言出二吉Iii宗雄氏を招き第-回｢山の歌声｣ (参加35名)を開催した｡以来｢用の歌声｣は毎月2回定期的

にi榊て･:I.され, 33年3月博物館享1'･業から離宮,独Ijサークルとして大町市文化拗会に加わるに至るまで, 40数回にわ

たって開催S,れ7iこ｡この間,参加メンハーは200余名に達し,大町市における音楽愛好者の交流に役Tr.った｡

iII湘3年王3月印Iの歌声｣クループ:よ｢市民合唱団｣として由発足し,現任に至っているが中核メンバーの小田中喜

三郎Ttや神_jL--l･瞥民意｢大町,労音｣の言古I';I_貞一献し;●こ｡

7,この年,博物館研銑会の活動ま低調となっ;'こG.I,自慢大池における｢第三両胸懐登用｣をi',まじめ,数多くの野外活

動か行なわ･臣こ｡

8 ,幾つかの調査活動の,め..ヽまに, iIJ'.小文化財の調t'r_が行なわれ,秋季文化祭を迎えて文化財特別展が行なわれた｡

昭　和　32　年　度

1 , 31牢蔓の新館建,没の継続として館国外塗装｣宮,縮竃,給水工Iii'･, ,,早il';卜仮借工事,玄関階段上'jL-i,館内模様皆工事を

行ない,展示:二.ま鈴木貞三氏の手,Laわずらわしハネル形式をとり入れ, 8月15日の大糸線全通を.言Ll念して開館,同時

醒i:/上磯 
I ー＼＼ゝ 

∴_＼∴ヽ. 
-.∴ヽ､ 價�����6B�ｲﾆ疋������

I-.i" 

希東署∴∴ 

に視貨式を行なっ7iこ｡ここに本館は創設以来6年にし

て東山段丘面の上に新館を開設することができ,飛躍

的発展の基輝かできたのである｡

2 ,黒部川上流域雨量調極ま的年蔓に引き続いて行なわ

れ, 20台のi瀞‡信トによる雨量チーターが集められたほ

か言黒部上流域一掃の踏杏が行なわれ71こ｡ 5月より10

月までの本館職員,調査員の延出動日数は147日に及

んだ｡

3, 7月26日より3旧までの6日間,主催市教委,実施

機関本館帯びこ東京教宵大学野外研究同好会によって

夏季大字及び黒菱を根拠地として｢第-回山の自然科
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･､学教室｣が実施された｡都内6中学校127名の牛徒が

参加｡指導には剛東弘玄(東京教育大半･植物),酬H
最盛し-　総一郎(国､伯然教育園･動物) ,某日惟三〔1訓l)(

辛,動物) ,川中邦離(信州太宰･地質)の諸氏のほ

か木賃鮎敲員,網代員,教育大字掌生らが当った｡自然

に恵まれない郷国の中掌生には,八方iLiや大仙iJの自

然が強い印象を与え,同郡大仙直)紹介にも忠義深い

ものがあった｡

4, 7月15日から30日まで東京教育大掌の博物飾芋智が

行なわれ,細目氏の指増の卜で37名の大字生が中軸専

物銅をとおして,博物館字の実地を研究し7iこ｡この試み

は中央との提携の新らしいケースとして油｣ざれ,揺

来日本の博物館をになう･羊芸貴の養成に役立つ;こ0

5,前年度に続いて針ノ木自然園の開設運動が進められ

7,こ｡ 5月30印草生省･文部省の却可を聞き油的‡体化

に膚手｡ 8月に水気象.調査に､哨干して,御川谷●タンボ

高地･ダムサイト付近･ ､Ll･ILi ･剣T･,･阿曽原方l面を実地蹄+｡観光課と連携をとり,観光番議会のi猫登を姐遮し･ 33

年3月発足当初の観光詣議会において基礎調査を止式にとり上げた｡又同月細目氏を勘､て扇沢一帯の現地視察を行

なった｡北ア自然園の構想は本館創設当初よりの計画であり,樹種黒川ダム建設工事の進行とともに可急的に実現すべ

き段階に入ったのであるが, 32年度末において,ようやくにして･両の綜飾脚光開発の一環として具体化できる見

通しがついて来た｡

6, 32年7月厚生省国立公園部より,相相識員･調査員8名が･夏期自然公齢歯厄指増員に委嘱さ:･17こ｡指増員は奥黒

部水気象調査(雨最観測)と､並行し登用省の指噂に当った｡

取扱件数120件°又, 33年1月冬季指導員5名が委嘱された｡以来今鵬三で･毎年本館関孫者が指導員として機会を

とらえてはその任に当っている｡

7, 9月に入って,綜合社会教育の一環としてグループ活動の市域が:まかられた｡黒翻岨二流域雨亜観測を担当した調

査員らによって｢登iI噺発会｣が樹皮され(11月17日)森義直氏, (大間摘校)寺島卓氏･宮下和人民らiま天文研

究クループ〝銀河会〝を発達させた(llJj 7日) ○又･坂田悦男氏を潮P'tして染むnt,膜皆が行なわれ, ｢染色の

会｣が発足した(10月23日) , I輔133年1月7日･ ｢螢L噺発会｣は博物飾司好会から独立し･本館臨亡羊芸員の福

島融氏を会長に迎え,その名も｢大町Iiの会｣と改め,自主附しi両団体としてスタートし7●こ｡

8,両列の文化祭には離飯観測に因んで楠櫓演が行なわれ,好評を博した0

9 ,幾つかの事業が夏期に集中したので夏期こおける職員の勤挽ま過重を極めた｡

昭　和　33　年　度

1 ,昭利33年4月から針ノ木自然園開設のため,信州大字教f-守,字部生物学教'ii'･の拗力の卜に･組細'･Jな財経調査,-it進め

られた｡調査主任の抽出鰹三度以下43名の,調査員劇0月までに延日数443円を貨やして入iliした｡貧弱な装鯖･器材

にもってして交通賛美貸しか出,せないという状態の中で,剛演各位ま献現tJな営繕をもって･針ノ木南の自然とと

りくみ,畑期間で多大の成果を収めた○その成果は33年質入までに集成ざれ, 34年6月10日, 80余ページ:=及ぶ｢

針ノ水面･,｣一一自然とその保獲一一として出版S,部こ○又･この調査に当って烏:･沼田貞氏(千･柴犬掌) ,I--?まじめ多

くの方々の指導を受けた｡

2, 4月29日から5月5日まで, ｣城遺跡と高殿考証喪が肋､出こ○県下`各地の貫通な考古資料が一堂に集めらil市民

の関心を集めた｡

3,的年に継続して第二回｢山の自然科掌教室｣が7月25日から7日間にb;こつて,夏季大草帯び二,黒#/+､属,i?ベー

スとして開かれ7iこ｡都掴一学年115名のほか吉I聴弘玄氏(東京教育大半) ･付添教帥9名･教育大的4名･本館関

係者13名が参加した｡

又, 7刷7日から5日間,木崎湖畔でI勅､れ7･こ奈良帝JRlll営覇の林間学校一般を後援し言50名の小'半生･･の指導に当

った｡
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4,自作スライド経営会(6月22日)映写技術講習会(7月9日)公民舗分

銅への映写機貸Ilル,技剛派遣,映画･スライドをもっての移動博物館(

両刃9分鮪)などを行い･公民館と0)捉勝の下に視鵬上坂術の普及につとト

めた｡

5, 6月21･ 2日に･.ま松本･大町地JJO)Ir収(諸を集めてl~ェンレイソウをた

ずねる会｣が持たれ,皮, 8月9日から4印判,千則.tEt'_物''r''一会･高根/=L･_

物･掌会共催による海とillを結ぶ｢交摸/早.物研究会｣がノ(iIIJで開かれた｡

その他,バグユニや探検′写真痕(8月19日～Zlilノ少伸一予外教寮( 3回)

星を見る会(12回)などが行なわれた｡

昭　和　3　4　年　度

1 ,数年聞活動のおとろえていた｢博物鮎研究会｣は口博物離反o)会｣と改

称し,同業採集会(5月25日)小鳥の声を聞く会(5月31日)鹿島の自然をたずねる会(6月14日) ･ i軌､谷植物採

集会(6月20日)八万iLI研究劉i (8刷2日)星を見る会(6回)標本同定会(2回)など幾つかの事業を行ったが

継続的指導に欠け充分な成巣は上らなかった｡第三国｢iIiの自然科学教寮｣は都国中掌坐を招いて成功紬こ進められ

た｡ (7月21日-2引｣)

2,針ノ木自然園の基礎調査は飾住建に引き続いて継続され, 7月28･ 29日には国IJIi斗'iI''一博物館の喚Ill岱季民を招いて

フロラ調査を行い, 7月6日からは千葉梼司館員を中心に白沢岳一帯の二ホンサルの生態調査が開始された｡又, P

Rの一助としてカラースライド｢針ノ木南｣が作られ, 16ミi)天然色映画｢自然園の四季｣ (未'''L:)の撮影が始めら

れた｡

3,市民集団登iLi (公民館共催, 8月1日) ,カラー写真講習会(文化協会共催,7月12日)など一般市民対象の普

及活動も行なわれだが,この副こ関しては低調であった｡

4, 7月12日から8月1日にわたって,高橋学芸員は桃源市立大学のLIWI末半島操で部豹こ植物調査員として参加し,多く

の資料を収無しだ｡

5,文化祭を目標に地元と全国の民芸資料の収集がはかられ, 11月1日から7日間, ｢全国比芸出展｣が行なわれた｡

6, 6月12日嘱託の占用潔氏が新たに館長代理として就任した｡昭和35年1月には,社会教育採長兼本館主事の肉ili禎

三氏が観光課長として転出し,これにともない,針ノ木自然園計画は全面的な観光闇発計画の中に位撞つけ,県･民

間とタイアップして強力に推進するという基本的な方針が打ち出された｡

7,赤字をかゝえた大田市は遂に地方財政再建特別措置法の準適用に踏み切った｡ 35年度予算編成に当っては,山岳博

物館の最低維持管理費を割る予算わくが管理事務当局から示され,議会に於いても,山岳博物館の廃吐転用諭まで飛

び出すという思わぬ事態にi白面した｡館長代理制をやめて,更に職員一名を減員,一名を兼任とし,事業費は皆無同

然に削った予算案が,年度末の3月30日までもみ扱いてようやく可決された｡

昭　和　35　年　度

1 ,創設期から10年にして,山岳i博物館は最も苦しい立場に立たなければなならなかった｡然しながら,厚生省が針ノ

木自然園の計画を了とし, lLl岳博物館の建.鼓を含む扇沢地域集団施設計画を進めつゝあったことは, lLl岳博物館関縁

者にとっては,h掻い限りであった｡

2,昭和25年以来｢山岳博物館生みの観｣ともたゝえられ, 10年間大町の玄関口にあって人々に親しまれて来たオオハ

クチョウは35年4月1日の朝死亡していた｡捕獲にまつわる悲しい物語りを知る者や,日頃この鳥の姿に接して来た

子ともたちは,等しくその死を惜しんだ｡はからすも4月中旬同じストーリーを秘めて諏訪湖へ飛来中のオオハクチ

ョウが傷ついて本館-入園した｡

3 ,南山植物コマクサの生態ならびに低地栽培についての研究が長野県から委託され,平林国男学芸員を中心に研究が

はじめられた｡これを期に本館庭にロックガーデンが作られた｡ 9月には志賀i副京,白根Il｣のコマクサの実地調査が

行なわれた｡

4,日本馬学会,林野庁が主.体になって北アルフスのライチョウを培土ILlへ移殖する試みが進められた｡本館も烏学会

の要請にIふえてこれに協力した｡ 8月2川,白馬岳のライチ≡'ウ7羽が関係者の手によってへI)コフグーで嘗土山へ

移された｡
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5, 8月5日から10まで本館において信州大学生物教室の野外実習が閥催され,白場面並びに針ノ水面の研究登山が行

なわれた｡又,高校生を対象とした植物生態研究会も数次開かれ,恒例の大町高校集団登IL=こも館員をリーダーとし

て派遣した｡

6, 6月以来民俗資料の収集がはかられ,館員は近くは南関から遍くはili村の集落まで足を仙まし,多くの資料を収集

した｡占ひた民俗資料を多くの人々がよろこんで無償で提供してくれたから集まったのでもある｡ 11月3日から7日

までの文化祭には｢民俗資料展｣を行ない集められた郷士の民俗資料を公開し好評を裾と｡

7,博物館友の会では探鳥会(5月29日) ,キャンフ講習会(9月11日) ,秋の草化と鳴く虫の観察会(9月18日) ,

冬の動物飼育(12月4日) ,クリスマスのつとい(12月25日) ,冬の動物観察(36年1月7日) ,スキー会(1月29

日) ,ノ当まつり(2月3日) ,冬の足をみる会(2月11日)水鳥観察会(1月19日)など活機な活動が行なわれた｡

又,一般市民対象の事業としては,巾と郷上の相談室(5回) , 1日訊映画と幻灯会(博物館製作スライドの発表, 7

月20日) ,高時軸物をたずねる会(7月30日, )-1隠) , 8ミリ映画と座談会(11月10日)などが行なわれた｡

8,こうしたあい間にも高橋は中村武久氏(農大)ちと南アルプスの植物調査(8月19日一25日)を行なった｡又,本

館の外かく組織である｢大町LLi岳研究会｣は登用ガイドブック二日場面と離島槍二を皿服した｡

9,昭利36年1月23日,木崎湖に1羽のオオハクチョウが来ているという惜報が入った｡直ちに鮎貝が直行し,これを

確一忍した｡大田市にオオハクチョウが訪れたのは実に11年ぶりであった｡この1羽のオオハクチョウの傑獲運動は要

に川崎湖水烏園の実現運動へと発凄して行った｡

10,酷和36年3月27日,皇太子殿下が来館された｡殿下の来館をひかえ,騨出場,飾姓の整備,餅レ中潮白砂改装を行な

って向日を一新した｡殿下の来館された当日.I,a晩=E'のぬかるみにIJIlえ,北アの娘tll.かきかなかったことが†i‖l--しまれた

昭　和　3　6　年　度

1 ,酷和35年風こおいて本舗の外かく組織である｢北ア動物生態研究'/ルーフ｣の｢ライ+_I.I/.-3帥+.｣に対して,長野

県神学'=振興大会から30万HJの助成金交付が決定した｡鏡金の裏付けを得た本舗では,本/年度重点ji･業として信州大,辛

教斉′羊部のメンハ-と共にライナー】ウ調布を爺ケ后-順二於いて進めることにした｡ 5月10日人用以来, 10月7Iヨま

で150日連続して調否が進められた｡調布勘ま桁雨の降り続く日ち,台風の艦れくるうし｣もベースハウスの種池中庸を

守りつゝ観察を続けた｡こうして,ライチ｣ワの生態に潤し今まで知られていなかった数々の斯らしい発見がなされた

2 ,日本にがナる渡り鳥の恒久的継続調布を行なうため,林野庁･ lIIl精鳥獄研究所が主体となって,仝図10ヶ所で予備網

否がまじめられた｡本舗は主潮;著の要【品二焼き長野県のポイントとして,大町地域一円において,野,I三雄破調否を行

なった｡この調布は長沢修介･輿水大仙･長沢式･大倉多助･北原和好らによって進められ7Iこ｡

3,国鉄映中軸JL席多にカモシカ捕鯨(5月17日) ,小鳥の声を聞く会(5月28日)人間喜'1校集団蛮iliへリーク一派造(7

月18日･19日)八万iLiI二川｢輸出( 7月2日)日本アルプス観光連盟主催の澄iii教寮へリーダー派造(7月24日)第5

回｢lllの自然神学教塞｣ ,:7月24日～30日)針ノ相手市民保田澄Ill(7月30日)コマクサ調布等,さまざまな活動が

行なわれた｡

4, 8月9日本館の動植物副'1棚廉神神性L･氏は, i細fJ-/Iく.a舎附近において公筋執行中華然脳イッ血で倒れた｡直ちに

入院,肴幾するもその甲斐なく,両立大町病院で翌10日9時永眠された｡非擬は8月20上申I原公民館で行なわれた｡

1ケ月､P･,動植物国籍朗孫は欠員であったが, 9月26月,後作_･として荒井幸組氏が湘壬した｡

5,針ノ木自然潮の開設避勤ま南観光課を中心､として進められて果たが, iLi后博物鮎が担当するライチョウ･カモシカ

･ニポンサル等の生態矧の星I筏網子高ま39年の大町ルート鮪枚を潮こして早急に進めなければならない段階を迎えた｡

こg)ため,ライチョウについては36年葉山に冬季調布をも碓進するべく,その資金面対錠が急がれている｡

6,動物園移転新築の必要iま新酢が剛niル誹与力､らの鰭薬であった硝者激の訓育から未だに_実現して一､ ､な,(.｡遊び場の

全くないような鮎市会で特別天然記念物のカモシカが飾われていることを思うと一口も早く,良い飾盲腕詔を実現し

なければならない｡

7, 1硝!-･葉木, 1羽のオオハク+.リI剛ぐを期に始められ7iこ｢川筋胡水鳥闇期成遊動｣測也JL･の纏ノLl地tX-.の子とも会

公民鮪, ､i′'･猟友会その他酬系者の全面的な協力をlI.I･て進められた｡木i噺榔刺繍湘立10周年記念日の昭和36年1 1月1

i,猟期を湘こして禁猟区となった｡

8, 11梱136年11月1日,本鞘創出0周年を記念し, ｢用と博物鮪｣特集号が発行され,記念式輿が行なわれる｡

-19筒,10,20溝川記一一
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開　館　の　頃

10年ひとむかしという言葉があるが,山岳博物館が誕

生してから,ちようと10年を迎えることになった｡私も創

千_'T.この方連続10年間を委員を仰せつかってきたのだが,

くる年も,またくる年も,とほしい予算の中で,もがきつ

ゝもよくぞ,こゝまでぎ7'こものと,うたゝ感既無謁なるも

のがある｡

そのかみ･胎利24年頃,いわゆる戦後の混迷うづまく

中から,郷土の文化を求めてやまぬ若人の結集は,羽田先

生など･よき指導者を得て着々その基礎を固められたの

たった｡燃ゆるようなこの熱意は,やがて町議会をして

資料蒐集饗の支出を議決させたのであるが貧しい地方自

治体が･このような面に支出を議決したことは,当時と

し,でま･けだし異例でもあり,また英断でもあったわけ

で･その折議席にあっ7こ私には印象的なことだった｡

岩大●こちの7こゆまぬ勧｣は,やがて次第に数を増し,て

ゆく資斜となって現われ,公民館の一室にあつめられた

のであるがさてこれからQ_)段階が大変で,博物館の建

設などま議会筋では全然問題視されなかった｡

そこで･博物館建調性進委員会をつくって磁力に働き

かけることになり'私がその委員長に任せられた.7.)であ

るか,理想の彼岸:ま遠く,当初夢みた鉄筋コンクリート

建てなど及びもつかぬことだった｡

灘航幾変遷の末,漸く臨[26年の秋になって,旧富国

繊維の建物を転用して,ともかく開酪することに決っIこ

ら

ヽ

石　原　守　明

のであるが･御粗末な建物の手入れは,思わぬ予算外支

出を伴い･やり繰り算段にまた四苦八苦する始末だった

それでも関係者一同の涙ぐましい努力の甲斐あって,開

館予定日, 11月1日の幌に及んで,漸く一応の蜂僻を離

え終り･館の姪で焚火をかこみなから,喜びをわかちあ

ったものである｡

あれから10年｡一一まさに,いばらの道を踏みこえっ

ゝも･逐年その内容も充実して当時の館も現在は大町公

園の南台に移設されて面目を薪たにし,訪れる人々も始

んと日本全国に亘っており,更には皇太子殿下を始め宮

様方もお出になるなど･文字通り内外にその存在価値を

認識されるに至っ;こことiま･関係し7こ一人として,心力､

ら喜びに据えない｡

今や年経ることに数を増す登山人口と相倹って,近く

はまた天下にクロースアップされる日の遠くない秘境黒

部のことどもに想いを至すとき, Il悟博物館の使命は一

段と重きを加うるわけであるG.I,やゝもすれば地別法適

用下にあって,その活動も触覚こ制約されるのみか,荏

在をすら軽視する向のあることを聞くに及んでは,まさ

に寒心､こ雌え7よい次第である｡

ILi博満10歳のこの年,この日こそは,まさしく観光大

仙廿ことっても･ Ii継へのスタートラインに起つことを

愚昧するものでなくてはならない｡

心範が二大阿南のゆく手を綱察し,暗部とし,ての未来

図に誤りなからしむる事こそ
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極めて肝要ではなかううか｡

動物舎の移転も未だに実現の

運びに至らない現状であるが

更に針ノ木自然園の擬態もダ

ムサイドへの分館の設置もす

べて観光大町市の経済発展に

寄与する根底をなすものであ

る以上,徒らに足踏みするこ

とを許されない時期に立って

いることを銘記し,速かに軌

道に乗せられんことを切望す

るものである｡

(山博協議会委員)
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博物館　新築　の　想　い　出
伊　藤　　半

思えは昭利26年11月1日灼佗かおる秋晴れの

佳日,大町山岳博物館が相葉町富国せんい会社

の講堂を改修して文部省社会教育局長や著名な

山岳家塚本閣沿氏をはじめ博物館関係者その他

郡内外の有力者多数を迎えていとも盛大な開館

の式典が行なわれまして以来, kkに10年の才月

を過ぎました｡私が昭和26年3月町議会議長に

選ばれ更に郡や県の議長会長に選任せられまし

て当日は,町村議会を代表して祝詞を述べたの

でありますが,当日を回顧しまして今回理態の

地,兼山公園にあの堂々たるi_Li岳博物館が建設

せられ,しかも本年3月には思いがけぬ皇太子

殿下の御来館に続いて高松宮殿下御夫妻や秩父

宮妃万をお迎えして御鑑賞をいただくほどに内

容も充実発展いたしましたことは,当時夢態だ

に,せざりと申しても過言でなく真に偉なるか
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なであります｡こゝに改めて生の親,羽田鯉三

信大助教授,内i山峡三･阿部宙与両氏をはじめ,以来幾

多の苦難に堪えて献身的な努力を続けておられます,館

員諸氏や若い協力者諸君に深甚の敬意を表します｡現出

の博物館は去る31年大町商等学校(旧大町哺高)の校舎

改築に当り地元大町が県から譲受けて移築したことは既

に周知の通りであります｡当時私は大町高校の同窓会長

であり,この思い出深い校舎を同窓会館として移築永く

保存いたしたく,県教育委員会に陳情したのであります

が,県教委としては一部でも他に利用せぬ条件ならは無

償譲渡も可能であるが実行できるかとの艶聞でありまし

た｡あの400坪余の膨大な建物の利用にさような至難な

条件付では処置なしとながま,猶観の折偶,間宮運営委員

長伊東伊三郎氏と阿部薗与委員の来訪があり席上は博物

館に虞用はどうかと相談を受け,相携えて松田市長の慧

兄を出して後,大町晶校長中山先生や,同窓会役員に計り

ヽ●十二. 二繋萎襲撃醸蓮 � 定ﾋ驃ﾈv�｢�

-轟き II裏書-- ｢二二経＼三 十塙這 ��ｲ�ｶ�<���:∴ ∴千 ･を .～/.一 

i1- 
'`"､▲-熊裟筆談＼ 剞｡土∴ 

･?な蒸率..1言 迄+���hｶ8揄Oﾉ�Bﾂ���x蕀8��

維局由緒ある校舎Tui,そのまま東山の南台に移築せられ

朝夕仰ぎ見かつ山岳博物館として立派にお役に立つなら

は一石二鳥で勿論異議はなく更に進んで県教委との折衝

にも御力を惜しまないと,すこぶる好意的な確約がなさ

れたのであります｡

かくして同軸ま新館建設にスタートし先ずi用事建調性

進委員会を結威して,私他9台の諸君がその常任委員と

なり促進に当ったのでありますが,いよいよ実施の段階

で移転費300万円の捻出と,負施工者の選定でほとほと

困優し幾多曲折の未,幸い同擦市議石原一二三氏の好意

で伝刀組犠牲を顧みず移転一切を引き受け,又財源捲置

は時の税覇課長県腿氏(現大町市総務課長)の配慮で漸

くにして,難関突破となり31年7月20日に地鎮祭, lo盾

12日上棟式,夏に翌32年8月3日に完工し同15日新館落

成の開館式がめでたく行なわれそして御覧の通り高台に

その偉容を誇示し全国稀少なしL蘭博物館として,内容も

充実整って今や地力文化の殿堂とし,観光方面でも多大

の寄与をいたしておることは,真に御同慶の極みであり

ます｡由来創業は易ぐ守成は難いとされております｡

こい願わくば南関孫各位は勿論のこと市民各位の-皆の

御理解と,絶大な御励力で,初期の目的を完遂博物館の

使命の達成を切願する次第であります｡

終りに館員諸氏の一層の御継嗣をお祈りいたします｡

(前大町市議会窺長)
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山の自然科学教室の想い出
印　東　　弘　玄

iLlの自然科学教室がはじまってから,早いものでもう

四年も経ちました｡今年は第五回目で,これもこの七月

に盛大に行なわれたのは,本当に嬉しく思います｡この

催しは,大町の山岳博物館の万々と教育大の野外研究同

好会の学生達とが,文字通り一致協力して,東京の若い

子供達をつれて, iliを愛し, i_Liに学ぶことを指導するも

ので,その規模から言っても,まさに類例のない事業だ

と思っています｡

そもそも私はIi飾0二十二年に,この第-回が開かれる

に当って,当時教育大の学生であった諸君から,自分達

は大いにやるから,私にも来るようにという誘いを受け

たので,野外所の顧問という責任感から,むしろ引すら

れるようにして出かけたのか,偽らないところです｡

しかし,一度出かけてみてからは, ILi博の方々も学生諸

君も,実に理想的な活動をされるので,まことに見てい

ても楽しく,また私自身にとっても,勉強になる催しな

ので,それ以来私はすっかり山の自然科学教室のフアン

になってしまいました｡

いよいよ明日はiliにかゝるという晩には,リュックサ

ックの中の物を前にならべて,一つ一つをどのようにし

て,つめたちょいか,またサックの紐はどのように結ん

だらよいか,熱心に指導されるIli博の万々の話は,都会

に住んでいて,五十を超えるまで基礎的なiliの訓練を受

けていなかった私には,天-んな役に立ちましたし,ま

た登用の実際にあたりパーテ　ィーリーダーのすく近くを

同行して,確実な足の踏み万を学ぶことができたのも実

に有溢なことでし7●こ｡そしてこの教室でこのような訓練

を受けている,東京の子供たちを本当に幸福だな-と感

じて葉ました｡

都会の子供はどうしても,自然にふれるチャンスが少

ないので,自分の両足で開放ざれた大地を歩くことその

ことが,楽しみなのです｡木崎湖畔･居谷里湿原･葛温泉

と年によって多少の違いはありましたが,緑の木の下や

草の上での一時は,彼等には:.心からの喜びです｡私は毎年

これらのところで,若い詔書と伸よくなれるのか楽しみ

です｡そしてそれらの諸君の中には,後々までも便りを交

わすほどこまでなった人も少なくありません｡しかし,こ

れにも増して印象深いのは何といっても,もつと高い山

そのものであると言わねはなりません｡細野から一基一

歩を踏みながら,蛇紋岩を培体とする土壌の滑り勝な急

場をすぎて,白馬の大雪操を指呼の間に眺める壮大な景

色の麗脚ままことにすぼらしいものです｡私は毎年必ず

この尾根で,私自身も山の味をしみじみと味わって粟き

しだが,子供たちの畠びをみて一層の嬉しさを感じます
一足外に出れば,すく滝車やハスがあり,日常の必要

物資も臨席の店で売っているという環境での都会生活に

馴れた者にとって, ILi小屋の味はまた格別です｡ことに

水がいかに有難いかを身にしみて感じることもこゝの生

活だといえるでしょう｡今年のことでしたが水が天候の

ため殊更少なかったので,朝の洗顔は禁止されました｡そ

して,生活簾からiliで水のない時にはササの柴のしずく

で顔を洗うものだという話を聞かされたのである学校の

生徒が何とササの柴で顔をなでまわしたために,顔中が

かすり傷だらけになったという失敗の巻もありました｡

黒貸小屋から上は何といっても本当の南山の中と言わ

ねはなりません｡一昨年は,残念ながら天候にめくまれ

す,それでも行けるところまではという方針で,山の自

然科学教室の大部隊は隊列を止しながら,第二ケルンの

雪渓まで登りました｡しかしちょうど昼頃アメツバメの

飛行も盛になり,雲の漉きがやや迫って来たように思っ

たとたんに,大雄の雨が降り出して,雨中で立ちながら

握り飯を食うという経験をしたことがあります｡この天

候の急変に対しては.チーフリーダーから適切な隊の集

結と下川の命令が出されて,一人の郵政省もなく小屋に

戻ったわけでしたが,これに対し数多くの子供達が,巾の

天候の急変を体験し得たとか,登iliには適切な手段や登

ILlに事前の準備が重要であるということを如実に体験し

たという反省誼を蕃いていました｡こゝにも山の自然科

学教室の深い教育的な忠義があるのだと瀞醸したことで

した｡

彼年教室の最後の腕には,キャンプフ7･イブーまたは

それに代わるものが行なわれます｡今年の教室の時には,

特にその健の天気が良かったので盛大なお祭りになりま

した｡子供らを集めての催しですから,大人達も一滴の
アルコールもたしノなみません｡しかし燃えさかるかゞり

火を囲んで,各ハ-ティーが競って演じる苦楽や寸劇の

うちに溶けこんで行くと,楽しい行事そのものに佃忽と

なって,酒の酌こ勝る葉しみにぴこったことでした｡

名残り点尽きねとの歌をIj,I.竜三IJIの略にこだまさせて,

かゞり火も衰え,子快等が-三,I.,五々小屋.I/_)没蔚こ証､っ

た3)ど,空を仰げば,文字通りダイヤモンドを散りばめ

たような星空に,同気の爽快さをしみじみと味わった∩

とでした｡

i再)自然科学教室の想出と題し,いさゝか感想をのべ

ましたが,また来る年もこの僻の成功を祈って筆を償き

ます｡ (教育大学教授)
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ミ針ノ木岳の調査を省みてミ

山　崎　　　淳

今から三年飾,大町Ii博満びに関係各位の御指噂と御

好慧により･当地の森組調査をさせていただきました率

を先ず深く感謝する次第である｡こゝでは,当時を回顧

し思い出や反省,これからの問題点などを私なりさに綴

って･色々と御拙､削,御指導の程をお願い致したいと思

います｡

どこでも問題になる金銭的な面では,旅鎧をはじめ宿

泊費･食費までも小筒側で心配して下さったので,学生

でおった私たちにとってはあまり事欠かなかった｡むし

ろ･最初にぶつかった壁は,調査の方法上の問題であっ

た｡最初に案内され針ノ木崎より見た全調査地域の広大

さ,はるか東方雲の中に霞む爺力幅を望んだとき,こう

云う調査を初めて行なう私にとってはその雄大さにただ

ただ荏然とするばかりだった｡この広大な地域で桐生図

作成･部落構造の解析,裸体植生の季節的サクセッショ

ンと云う内容の富整さ｡何も知らぬ私にとっては全くの

恐怖だった｡そこで,春の4-5月の残雪期には全域の

層化,雪の消えた所から称榊自生のサPセッション,壁

夏には群落構造調査,秋に補足調査と云うように仕事の

内容とその調査計画を綿密に組んで立ち回ったのである

G､･それでも夏の最盛期には仕功'･が重なってしまいとう

にもならないこともあった｡また,時には悪天候のため鉛

んと調査ができず,むなしく帰らねはならなかったこと

も施った｡時には,日程の関係で少し無理を承知で出か

け･とうとう食糧もテントもなくとハークせざるを得な

い羽目に追い込まれた事もあった｡痔副市長野から現地へ

入るのにたっぷり1日かかってしまうような遠路素月に

二質すつ通って調査を行なっ7"こため色々の面で暗闘tJな

ロスが大きく･その上前記の如く調査､,.)規険,内容が大

きすぎたためどれもこれもアブハチとらずに終ってしま

ったような気がしてならない｡

以上はさまざまな苦し1.)､想-.､出.や調査3.疲省であるか

この調査を通じて私たちはいくつかの教訓を得た｡

先ず,感じた事は,あの原生林こそアルフスJ_)姐こな自

然の中に於ける文字通りの｢美しき天然の美｣である｡私

たちの想隙もつかぬ程の規則正しい植物のCommunity.

群集の垂底的水平的分布,各群集内の柏餅の美しさ,全

く目を見張らせるものがあった｡あのフナの荘厳な純林

の中へ入ると･思わず｢ブナの森の葉陰れに･･-｣ ,口

ずさみたくなったものだった｡

ところが･こゝに一つ悲しむべき事件にぶつかってし

まった｡それは7月だったかと思う｡そのブナ称がむざ

んにもどしどし伐採され出したのである｡近代文明の進

歩に伴ないパルプを中心として森林資源に対する需要の

急増はよくわかっているがこんな1600m級の山の奥で

しかも国､1.公園内まで開発?の手がのはされているとは

いきどうりを感じざるを得なかった｡そうして天然の美

はたちI抑ここわされて行っている｡私たちにとっては全

く怒うべき事件である｡三好博士の言｢日本の森林資源

問題｣によれば日本の森淋資源の生長率,伐採量の変化

による保存年数(利用可能蓄積)を見ると現在の蓄積量

は27.2億石,年間伐採量1.2鯨石,生長量0.66億石とし

て保続年数33年,生長量1.088億石として保続年数60年

他は前記の通りとし,伐採量1億石とすれば,生長墨0.

66億石で47年, 0.87億石で65年しか保続できないと云わ

れている｡即ち,現在のような浦賀状態が続けは,わず

か数十年にして,我が国の森称資源は枯渇してしまうの

である｡その上,かくして山が全て赤肌になった時,そ

の時のすそ野の河川の流域でどんな現象が起りうるか,

云わずと知れた事である｡天災の多い我が国にますます

天災(いや人災と云った万がよいかも知れぬ)を招く結

果となる｡そして観光日木の実掌な緑の山河も一蹴され

てしまわんとも限らない｡

そこで営称署に一言,苦言を呈しだいのである｡馬山

植物の保駿と同様に,森林資源の保存にもっともっと厳

然とした手をうつべきではないだろうか｡少なくとも国

立公園肉のあの自然の美林(私は南山のお花畑:こも増す

ものがあると思う)には手をつけるべきではないと思う

これは1割山植物の保護以上に重要な問題が含まれている

ように思う｡

又'私たちとしては,自然保護の立場に立って少しで

も多くの少しでも正確な基礎資料を提娯すべく,更に一

層徹底した学術調査を行なって行かねはならぬと思う｡

しかし'これを遂行するためには,何と云っても先に立

つものは金であり,地域社会の理解と協力が必要である

最後に関採諸方面の絶大なる理解と協力,先輩諸兄の御

指噂御願達7.)種をお願いして,この細々な一文を閉じた

いと思う｡

(戸隠小学校教諭)

蘇. 竸h��-Hｼ9J陞ﾉM��H�6｣Bﾂﾈⅸｶ8�(�R�
∴子 脇 

香)景＼＼/ 

簿芯歪:,..,熱,塁芸-読 ._＼1/ナチ ･綴麗饗/i,斌 

醸謀議琵駆難読 
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奥黒部雨量観測の思い出
柳　沢　　幸　治

荒蓼として凍てついた尾根酬*,厳冬期のILlのように

風雪が荒れ狂っていた｡一昨日の夕方から大きく崩れた

昏ILiの夫側ま二日二脆,酸をまじえた風雪が今日も又何

時果てるともなく雪煙を舞い上げtL吹きつづけていだ｡

快蛸の日ならば,船籠后,不動面ま手のとどくような

ところに仕り,鳥冊子后から連なる袈銀座,燕后からの

表銀雌の各稜線は組こ燃え,遍か彼方,槍･穂高の同期

を一堂に眺めることができる｡ここは針の木崎の中庭で

ある｡底知れぬ瀞寂の一瞬が過ぎると,小農をも炊きはら

おうとする強風と,時下から伝わってくる地場は-ili･も

人を寄せつけまいとする凄じきがあった｡このような条

件下の針の木小劇こたむろしノているのは, il面博物脚雨

量観測班のメンバーだった｡

引返すべき道はすくそこにあっても,降りしきる新雪

は一枚にして針の木大雪渓を雪崩の巣と化してしまった

日間の地,黒部本流への道,針の木谷もこれ又同様であっ

た｡

少人数の観測班と,わずかな日程で最大の効果を上げ

るべき蛍気揚々と,瀧川谷から秦のし]に酋訓'iJんだよう

な針の水天官撰を登って来たのだっ7Iこ｡しかしこの悪天

候では,私達は陸の孤島となった峠の小屋で惟天候の回

復を祈るより方法はなかった｡

ili席博物館の登用装備･露出用具の不聞な点は今でも

余り変りないが, PlI時は絶畑.高.)不足から柵,{の誇ill.il

画には相当無理な面がみられ,特に潰'l調ID登用におい

ては,今では一､十をえられないような畑課とおもわれる

蜜Iiiが行なわれており,その行為が例え危険であると梱

っていても遭難に適する適を度/々私達は少かねはならな

かった｡こし7.)時のili行も炊事用具は勿論,搬′当期に必要

な装楯も天分持ち合せていなかった｡だから, 111発前の

計画では峠の小屋は単なる一枚の仮渡の個こ過ぎなかっ

た,,小串の中は吹き込んだ'+'が消えないままに残ってい

7こ｡雪と氷のへばりついた薪を,贈鮒を削るように小さ

く割りどうにか火だけは燃やすことができた｡

炊事)帆-｣をl馴ルなかった私達は,冬用において天,"利i

肩部の側ヽ残した有11時)で即-一粒)カマとナベを作った｡

シャモジは小出の中にあった一枚の板切れだった｡石油

高で炊いた川の飯は,気IEが低かっだのか,新が燃えな

かったのか'あるいは,圧迫されつづげだ精神状態が食

欲を呼ばなかったのか,私は米もgt'Jjの如佃こよっては

このような御飯もできるものかと驚異と絶望のおもいで

食事をしたのが,昨日のことのように一つの鮮明な想い

Hlとしてよみがえってくる｡

吹いてI姐ヽて,吹き扱いて助けた人ii剛日日の朝,依

然視ク柚ま乱世の霧に閉ざされていた｡しかし私達は燃え

ない.lii松の煙に悩まされ,吹雪と'jit気で改められ,一片

の謝肯さえ湧かない峠の小出を,煙でいぶされた狐のよ

うに目的地目差して逃げ出した｡ iLiの危険,この言葉は

擬乱された撮堂の脳神経では考えも及ばぬことだった｡

途中,一輝＼表層雪崩に巻き込まれたり,氷りついた丸木

橋から針の木谷U.)激流へ放りLI'lされそうな危ない日に会

いながら,仝悌′事jl母)爪跡も新しい針の木谷を-I=i敗に

黒部本流目差して突つはし,つ7こ｡

黒部川本流と釣の大谷のLIl合,そこに風と圭で痛めつけ

られた名ばかり研古橋がめつに｡サーカスの細便りのよ

うに,こJ_)吊橋を破ると一帖J.)ひなび'こill小塙がある｡

そこが､i/の小屋だっに｡

黒川の大町ルートが完成した現在では,御前訳のタムサ

(トから, ､i'の波場迄はモーターポートで飛ばせば時間

にして7こつた20分).)地点になってしまったが,あJ.)頓は

､i′の小農附近を合めて言､昭問聞流へ入る1.引こ,ヘリコ

ンターの便Ilj以外は人里から少くても二目一三日間の行

雄を要し売｡一同二二日間とムつても,喧騒とした鎖の生

宿から完全に博維5-:出こ二日問という蹄蛾であり,その

筋経がかえって安増を与え,心の安らぎが得れらる｡白樽

や栂rj_)原始林のと肌､に勇気が満ちて,原始人となったよ

うな錯覚を起させ,秋の透明な人気の中で,ふと,いとお

しい恋人の帖胡こ幽れ7iこ時のような,心の轄然たるもの

き覚える!_)たつ,ij.

しかし,私も今別離用iJでいっぱいである｡青春の緋＼

のいっぱいにしみ込んでいる,同まけた一･枚の黒部渓谷

の地LT/.)中でそ.,I.)多く./)地点を肯く凝りつぶさなにローLは

な･--)ないから-(I_･-_ii)る｡亦′告/尺.品,鳩羽,三伏連堕,雲

の辛, i倍旧捕,上の畠,薬間,五色ケ原,立申･思い

出のIll I.,.思えは幾歳月,風骨二剛えて来た自然患ま,

再びIrの悶次を鼓動することもできず,谷合.'=_美しく燃

える落日の腸に樵らし,出されることもなく賠えら出Iこ湖

東に沈きんとする｡私王,私なりのささやかな挽歌を,
`点描英行J:)''空へ向っ~こ送るでニ7)ろう｡ (山博調査員)
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八　方　登　山　の　想　い　出

･_義+: :蟻
●ヽ､､ノ

博物館の主催する集団登仙こ参加して,早やし隼,当

時高校二年の私はクラブ活動で地掌部に所属していた関

係で,前から/LjjQ_)地臨, [',柘など調べ,一応予価知

識をもっていたのでチョッ1､した石屋(地質掌若)気と

りで,岩石用ハンマー,地質凶,クリノメーターを持っ

てさっそうと拙かけたのを,つい最近の事のように想い

出します｡懸い出せないものは/Ljjの細かな地名と,高

山植物の名前,その後何回となく登っているにもかゝわ

らず,ついにがまえることが出来ないでいます｡グーフ

ルの出来る以前の事でしたので,小さな石のころころし

た沢を老若男女列をつくって登っていく中を博物鮎の時

男連が士へ卜-カモシカのように飛びまねて道案内や指

導をしていたのを見て,私達はこんなに苦しいのにどう

してあんな芸当が出来るのか不思議に思ったものです｡

しかし黒菱小屋から登りは皆大変だったらしく,おとな

しかったので,やはり人､溝だった軌を安,hLました｡

登りつめてようやくあの広い湿地帯の楽人のヒユ･ソテ

のある所-出て草の中へ漫ころんだIl短)空気のおいしか

った事,汁でぬれた身体にここちょいIFi.日日に登ったこ

とのないものには味わえない-Lt,bんでした｡その後動

物(昆虫)斑雪,植物C.)各班にわかれてそれぞれ-､軒il'/I

野の活躍がはじまりました｡私達f_)研一膚拙守'･･, Bg.って

行く適に1.a..蛇紋岩,第二ケルンの卜1二は緑色の鉛を合旬

だ岩石がある,第二と第三ケ′レンの闇に違った若布の層

がある封など一応勉駿して来たつもりが, /し方尾根をか

けづりまわっているうちに,きれいに咲いた同日刷物や

チョウチエ+,に日をうはわれ,,折角おぼえたこと-I_3忘出

てし--I:-っ;こことも:'j)り---i:--T｡

太　田　　愛　子

我等の親分,信大の間中邦男先任の指導をあおいだに

もかかわらず, i甘口柄物の名をおぼえるのにやつきにな

ってしまい,それかいまでは二,三をのぞいてほとんど忘

れてしまいました｡その後登るたびに〟きれいだなあ〟

ど)虹/ヽつつも,名を調べるでもなく避しています｡知ら

ないほうが,来るたびに興味をもってお印こかゝれるか

らと,一人こじつけて自己満足しております｡第三ケル
1～j!し_

ンからようやく自分をとりもどし,第一ケルンまでの,
ざ

帰り道を川中先生の石曲蔓談に疲れている足を物ともせ

ず,と云うより疲れも忘れて聞きアット云うまに膚いて

しまいました｡周り適皆はそれぞれに収穫物のしまんを

しなから起とりも軽く細野部落へと下ったわけですが,

私達石船のllックは和まかりでいくら自慢してみても手

にもって見せられるようなものでもなく,その上チョウ

チョウや植物のように,見てきれいだとか,めづらしいと

かわかつてもらえるものでもないのです｡重い石をかつ

いでただもくもく歩きました｡このときほど石庭のしよ

うはいがうらめしく思われた封はありません｡

専門家気とりで来た朝の事を思い出し一人赤面しまし

た｡しかしこの八方登用の時から私は用のすぼらしさに

魅せられたのでした｡以来伸慶となく八方に登っていま

すが,ケーフルが出来てからは第三ケルンの上のカンパ

の林に入るまでは,用の感じのなくなってしまったのは

残念です｡

思い出と云えはその後の白馬大池の登山,居谷里湿原

の調査など数かきりなく思い出されてきます｡しかし,

この三年はかり職場の仕判こ追われて博物館の行事にも

こぶきたですが今後このような登山,調査等市民のと云

うより各分野に知識のある人達の活躍の場を捷棋し大い

に活用していただいて市民と博物館が一体になってたゞ

物を､並べるだけの博物館ではなくして,科学研究のセン

ター的な役割も持っていただきたいと思います｡そして

また,博物館が我が国唯一のものである以上,それにふ

さわしい資料をそろえていくことを希望しています｡

･fF.,__--=Hi:-_ _義
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新　し　い　動物
出庫特有のカモシカ,ライチョウを始めとする各種の

動物は急速な国土開発の進鹿によって大きく生活圏がせ

ばめられつゝある｡しかしながら現在,これら動物たち

の保護をねらいとした言郎屯穀は全く見られない｡

当館では開館以来,この大きな問題ととり組み･中部

川面を中心に幾多の調停研究を重ねてきた｡そしてその

結果とたび重なる検討の結果, i_し面動物の保.幾のための

一施設としてILIITi,動物園(仮称)を計画したのである｡

この間T,動物園の意義について簡単に記してみたいと

思う｡

まずii旧動物園では,動物を通じて自然こ,対する理筋

を深め,自然に親しむ心と動物を愛する精神を養ってい

きたい｡三宮こ天然記念物として保護されなければならな

い動物:,ま,自然界t･-は殆んと接する機会のないもt'/_)や

生態的な別種調布蘭驚くほど進んでいないものが多いo

ilI百･,動物園は動物の綜合的な調査研究の鶴'iとしての機

構を持たせたい｡動物飾宵による実験樹的な研究と生息

地での生態調査の画面から,坐班毎態,発坐などそれら

動物0.)縦令的な･'綱子的資斜を集鼓し,保終,増殖などの具

園　の　構想
体的施錠をIiI'.-C ゝいくことも目的の一つである｡

現任国内の動物園施設で,日本の動物のすべてを飼育

し,鹿示解説している動物鰍よ全くない｡ことに帖手性

の動物は飴んと見られず,国民の大多数は書物の士でそ

の動物を知るだけであり,生きた淡を観察し･なまの坐

活を知る機会は少ない｡そこで本圃ではこれらの動物の

&'.iJ台蟹鮪をはかり,馴化し-,t動物を全国あるいは'.,諸外国
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の動物園施設などに広く供給して社会教育の一助として

の役割を考えている｡　次に計画J_)概要をみると,

土地　本館の敷地42,0007m)うち傾斜20この斜面を一

都に含む平坪傾斜60の土地細7,000nlを動物園の敷地と

する｡

施設(1)外囲繭北100nI,東囲170m,/Ij範鵬を385

mの外囲によって区画する｡外囲.I(.)高さ.'ま平祖廟で2 a

50cm,傾斜面で2 mとし,内部各種.'･:川l和睦動物を放し創

いにする｡観覧者:′まそれらの動物に直理髪接することがで

きる施設である｡観艶若や他の同席動物に危害を加える

おそれのある動物:意外軸内に聞方●こ収容施設で飼育する

外囲と30屈まなれた本館とはカードによって連絡し,悼

物館の巌示鮪説と有機的に結びつけ教前的効果を高める

(2)内部観察路を中心に392mlの

人工池,-とっくり,現存.1.)樹木を盈傭

し,造園計画によって動物の生活賞

境にマッチした環境にする｡観察者

(I.);'=めに証Lm説破を各所に謝ナ,休

頼含,ベンチなどの諸施詔を設ける

カモシカ金を始めとする動物収容舎

はすべて:I)動物.1.)繁殖を考慮した/施

設形態とし,動物病舎,保磯余,管

理会など必要な諸施設は動物園と博

物館の綜合的な運営の士でもつとも

効果的な助郷こ設ける｡

飼育予定動物

(i)放し剣いにする動物

(鳥類)　キジ,ヤマトリ, ､ノスラ

マガモ.カルカモ,コカモ.オシドリ

オナガカモ,ホシハジT=,オオハク

チョウ,その他の鴫類

(獣類)　ノウサギ,リス,ムササ

ビ,モモンカ,ヤマネ,シカ

(2)収容余で飼育する動物

(烏期)　イスワシノ,ノスリ,トビ

フクロウなど猛薗類,ウソ,マヒワ

などL').)鵬廃類

(獣類)　イタチ,ヤマイタチ,午

ツネ,アナクマ,クマ,サル,イノ

シ/シ/

(3)そ_''.)他

将来は昆虫類,ネズミ,モグラ頼

I.TILu虫期,魚類,面談類などすべて.1)

同属動物を飼育できる施設をする｡

カモシカ,ライチョウ烹収容余で掴

鮎,馴化の後,放し飼いできるようにする｡

創立十隔年を記念し

山岳動物園の新設を
この蔓,本館では創ir上岡年を記念してLLIIil-l動物園の

新設を行うことになりまし7●こ｡こんと計画されている動

物園はカモシカの寓殖施設を中にとり込んだ特也ある川

面動物園です｡ここに示しまし7●こ案は,外囲全体にブロ

ックL7.)燈を使い,この中に危薯を加えるおそれのない種

々の動物を放し飼いにし,子とも動物園的性格を兼ねた

研究･増殖施設としようというものであります｡大方の

皆様の意見を聴し,早急により良い成案を得る方針なの

で堵厳万の絶大な御協力をお願い致します｡
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山　博　学芸　員

｢博物館には6人もの職員がいて短印可を仕姑こして

いるか｣という質関をときとき受ける｡ちようどこゝに

博物館が10年を迎えるきよう,過去をふりかえりつゝこ

の質問に答えるのも無,却尿ではあるまい｡

掌芸黄という名称は博物館法及び本館条例によるもの

で, ｢博物館に常闇的職員として学芸員を陛く｣とある

しかし大町市の場合,掌芸員といっても市役所の職階潮

の中に与えられたポストではない｡掌芸黄を市役所の中

に位撞づけるとすれば職名は学芸員が主部,宰芸填補が

壇時制二あたる｡

当館の現状を理鮪していたたくだ勤こ,ありのまゝの

日常館擬について記してみ7●こい｡

｢学芸員は博物館資料の収集,傑筒,展示,調香研究

その他これと関連する事業について専門的到頭をつかさ

どる｣のが博物館法による学芸員の木葉の職筋である｡

がこれはあくまで理想であって現状は全く異なるから困

ってしまう｡

しかし,私たちは終始一貫,社会教育という目標に向

かって前向きの適を歩んできた｡この大きな目標を達成

するための方法は実に多彩であり,その年の事業方針や

担当者によって変化する｡

博物館の日常館務の聞知36年輿の分担表を参考までに

みると次のようになる｡

館長(三沢　厳)主事(溝川山一)企画,渉外,予算

執行,スケシュール,博物館協議会,調香貴会,出張休

暇,事業の総括, PR,公聴活動

庶務(平林臨一郎)月暦,記録,文書,通信,公印,

別宴,循目性日誌,来館者受付,レファレンスワーク,

案困説明,接待

会計(平榊Fi一郎)予算.出納,給与･関係,通信関係会

計,旅鎖,御幣料徴収

管理　飼育･造園(荒井幸亀ノ飼料調達,飼育,保鰹

清掃,動物園(荒井) ,苑地,館困(仝学芸員)管財図

書(高橋秀男)　禍穂先器材(千葉彬司)　営繕,暖房

水道,電灯,防火(判相召)　凄示資料(高橋ノ研究器

初(半休国男)　資料室笹理　(部門担当者金員)

厚生(平榊召)　施設　QIノ木自然園/分館/fuぷ設計(

平･林国) ,新築動物園.需十(ill-･休園,千葉)　植物園･整

価(高橋) ,水鳥園設定(海IIi)研究テーマ　カモシカ

の生態と増殖(平林国) ,ライチョウの生態と増殖(高

橋一,コマクサの生態と保護(､T判､国) ,北ア′レブスの

植物フロラ(高橋二日箇月俗の気象と雪崩(施用) ,そ

の　仕事
高　橋　　秀　男

の他全学芸員が個人研究｡

事業　青少年団体学習活動(海Iii) ,館内外展示,解

説(千葉) ,月曜志｢用と博物館｣発行(千葉) ,放送

出版,レクl)エイヨン(千葉)

調査･収集　登ILi史資料(高橋) ,視聴覚資料(千葉

) ,来館者,市民の要望調否(施用) ,友の会指導と資

料の作製(活用)

技術　展示,視聴覚資料製作,映写技術(仝学芸員)

ざっとあげただけでもこの通り,このほか,日宿恒,

月一同の動物飼育,よそからの派遣曲譜による出張,特

別展,資料の貸出,博物館利用者の応得･･････など突発的

な｢即題は絶えず起ってくる｡館務分担のどれ一つをとっ

ても､濫天ていでなく,多くの予算と人が必要になる｡だ

から博物館活動も,おのづと予算の裏付けのある仕事が

優先されることになるわけだ｡それでもなお予算のたり

ないところは我々の労力でカバーしていかねばならない

ある一つの事業を企画すると起業して決裁をとり自分

で通知を削刺し配布して実施段階ではこんとは講師に早

がわりするという笑えぬような話もある｡

学芸員の不足は非常勤職員や嘱託員にたよることが多

く,彼らは皆現況をよく知っているので,喜んで勤労奉

仕でやってくれる｡まことに気の蒜に思うが手当を出す

予算さえないのである｡

展示室が広いのと設備,器材が乏しいので,特別展や

展示皆などには徹夜さわざで調査員,学芸員の総力を結

集して展示におゝわらわを演することば恒例にさえなっ

ている｡展示内容,方法,場所がきまると,こんとは学

芸員は皆技術屋に早がわり,経師塵,ペンキ屋,大工,

竃気属,写真屋そして土建昼までやり,泥まみれになり

ペンキだらけになって働くのである｡

調布活動はILlが舞台となるので殆んと夏は家にいたた

めしがない｡ ｢ili-行ける職業なんて幸せだね｣なんて

よく.-:,われるがとんでもない｡何事も進んでやれば面白

いものであるが,それにも限界がある｡こと登il｣となる

とあらゆる面に消耗もするし,危険にさらされる確率も

多いわけだ｡みな好きな追放,学芸員は一丸となってあ

ら小る悩みもファイトで克服して飾務をまっとうするこ

とに坐き甲斐を感じている｡

最後に私たちの不勉駿で博物館活動もかたよりがちで

多くの利用者に迷惑をかけているが, 10周年を機に精心

減点労力してまI ､り7iこいと思いますので,何分宣しくご

協力のほどをお顧い申し｣工ナて肇をおく｡

(大町山岳博物館学芸員)
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･･････,････････博　物　館　の　想

出　席　者(イロハ順)

伊東伊三郎　　　　用事協議会委員

石原　守朗　　　　　　　〝

羽田　鰹三　　　　川増幅記･信大助教授

古IIi　潔　　　ili博協議会委員

阿部　曲与　　　　　　　　〝

三　沢　蝦　　　　大町市教育長

広瀬　英吉　　　　川常勝議会委員長

開　館　の　頃

司会　気楽な気特でお話しをたしていただきたいと思い

ます｡今年は博物館の創立10同年になる訳であります｡

昭和26年の11月1日に開館しましたが,それからちょう

ど一カ月遅れて12月に博物館法が公布されております｡

そこで創立以来の関係者のみなさんに創設期の思いでや

これからの博物館Q_)展望を語って戴きたいと思います｡

石原　創立当時は一部熟思のある方々に,いろいろお脅

おりいただいた訳ですが,実際それを実行に移すと去う

ことになると大変でした｡あの当時の町当局,議会佃こ

して見れば,博物館などと云うものは問題外だっ定｡あ

まりうるさくさわくから,まあまあ資料の収集貨の少し

もだしておけと云うのか大方の空気だった訳です｡そう

云う中で一つの独自の館を兄つと云うことは､並大抵のこ

とではなかった｡当時のますしい自治体のあり方から考

えても, 10万そこそこでし7iこが,今になって見てあれだ

けの金を支出したと云うことは,当時の議会としては画

期的なことだったと思う｡良くあれだけの金をだしたと

思っている｡私としては特にそんな印象が残っています

司会　酪和24年7月の大町町議会でしたね｡たしか105,0

00円･･･---･･･

石原　そうです｡当時私も議員の一人でしたが,それが

ともかく,認めていただいたと云うことで,私共たいへん

心駿く思った訳ですけれども,博物館が独自の館を措つ

などと云うことは出した議会側すら4-えていなかった｡

若い醤さんの熟思の盛り上りによってついに敬白の飴を

持つに_至ったと私は考えている｡

しかしこの数日の館にしても,中心になっていただいた

羽田先坐もいらっしゃる訳ですが,羽出先牛の構想たる

や遠大なもので,もう立派な曲面まで用思してですね,

毎日のように会社の仕事をしている私のところにおしか

けて来るんです｡先生に応接するには私ももう,木上ホ

とお手上げの状態だったんです｡と云うのは私は議会の

関谷も良ぐ削っているので,とても現出先生のこ一要鷲を

い　出

展　望(座談会)
生かすなんてことはできそうにないので中間的な愚見を

たすと,とうも先生はこ気嫌が悪くて(笑)先生の応符

には私としてもー番苦心したような訳です｡とに伺今ま

で集められた資料を世に公開して｢良くここまで来た｣

と云う認織の士に立って逐次進むよりしかたないじゃな

いかと云うことで,先生にも了解点にまで行かなかった

けれどもがまんしていただいて進んで来たような訳です

時たまたま富国センイが没落して,その建物が(測川呼

物館)町の手に移ったと云うようなことからあの建物を

転用して,とりあえず店開きをしようじゃないかと云う

のか博物館の発端です｡

羽田　最初建物は記念館と云う線もで定訳ですが･あれ

じゃあまりに狭くてね｡

広瀬　あの時を振り返って見ますと当時の議会といたし

ましても,博物館の謝豊と云うことにだいぶ反対の人た

ちも多かっだ訳であの当時の議長が伽轢さん(I)嘱単二

氏)でしてね,わしも良く相談されたものです｡わしも

計画については大部批判もし:●こものですが,今になって

みると本当に夢のように思いますね｡

羽田　一番憲じめですね,秘計博物館を作ろうなんて気

は全然なかった｡略和21牢の8月に大日用再校(現大仙高

校)に来ましてね,すく生物クラブと去うのを作ったん

ですよ｡若い学生連中と一緒に川へなんか行きましてね

山岳文化展と云うのを闘い7°こんです｡その時に憤三(注親

犬旧市観光課長･羽用氏の実弟)とかIi恰さんや阿部さ

んが学校へ見に果てくれた訳,その時にこれを一体とこ

-しまっておくのかと云われだので,済んだらどこかの

f馴こでも収めておくと言った訳ですかね,その脂阿部さ

んや禎三たちは公民館運動を一生県令やっていた時分で

ねなんとか陣列しておく場所がほしい,そこで博物館を

作ろうじゃねえかと云うことになった｡それでそのまま

ポッテおいたら慎三たちが神泉さんとか側路さんにお願

いして10万伸子と云うものをとって来て兄LiI金をとって

来てやったから仕虹進めてくれって云うんですよ｡やれ

るか,やるかでコトコ1-していたら25年の1月にハクチ

ョウが来たんですよ,それで古川さん(元毎日新聞大町

通信部)たちがマスコミであおるもんですからね,宇検

でも外へ出ることを許してくれてね,まあハク+着けが

博物館を作る動機となったような.沢です｡

石原　一癖塵髄になったのは古川さん,阿部さん,羽出

さんの3人細ですね｡これが一番,それがだんだん頼化

されて行った訳ですね｡

阿部　連鎖反応ですね｡
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羽田　一人や二人じゃないですね,いろいろの人の交互

作用と云うか･･･-･･,｡

阿部　私たちも兵隊から帰って来て内iL腰三さんとか,

lii合掌沿さんとかで公民館詐宇部と云うのを作った訳で

す｡で公民館の本館の中には公民館郷士部と云うのかあ

って,郷上部を中心にして二つの郭業をとり上げてやろ

うと云うことになった｡その一つが博物館建設運動です

これ苗羽田先生たちの学習クール7'1こ細赦されてはじま

ったのですか,たまたま一志戊樹先生が果て｢郷土文化

｣について諦蹟された時,この町の持っている自然のii.･'_

席を威さなければならない,そのためには博物館が一番

良いと云われだ言葉にえらく感激しましてね｡博物館建

.設運動の力は町当局と議会の万の理桝を求めなければな

らないと去うことで,私たちは3つのクルーブに別けた

駅です｡羽田先生を中心とする学術クループ,これは博

物館建設のための基礎資斜を収集してい;iこたくことです

一つは石陳,伊東,広瀬,奥原さんたちを中心としたグ

ループで政治工作をやってぐれと去うことにし7●こ｡もう

一つのグループはわれわれで,世論を喚起しようと肉iH

さんにちと町亀こTr_つて御願演説会を徹底的にやったん

です｡

どの時会議賞が反対でどの町会議員が的威かと云う,

ブラックリストを作って町議会の傍聴から,町議の個別

訪問までやった｡

傍聴席からヤシってしまってね,今ならツマミたされて

しまうかね,矧戊意見がでると｢ソウダ,ソウク｣反対

意見がでると｢ソウジャネ工,ソレシャイケネエ｣･-･･

集中攻撃をやったね,博物館ができたのは,はっきり云

えはすべての人たちの善感の賜だと想う｡町長も又議会

の人たちも話せば刷る人たちで,今のように博物館を理

筋できないまま批判すると云うことはなかった｡当時の

10万円は今で云えは莫大な金だ,建設までに2･ 300万は

かかっている｡これも埋却者側の陵たたかい好感と市民

の協力と云うものが非常に大きかっ7iこと思う｡

伊東　南が赤字財政になって来ると消艶の面の大きいと

ころはどうしても弱い｡その面で私も困ったですわ｡そ

の点についてどのように了解を求めれば良いか,博物館

が必要なことは皆と承知ですわ｡その利春が少ないとか

収入が少ないとか云われでしまったら公民鮒こしろ博物

館にしろ教育が成り立っていかんですわ｡

動　物　の　こ　と

石原　駅前のハクチョウ合を作った時に町民の住宅さえ

ないのに烏の家を作るとは何部だと云う人がいた｡しか

し今見るとあの前に人が絶えたことがない｡大町の玄関

にあって大町を訪れた人や市民がどの位心を暖たためら

れたか判らない｡

三沢　そのオオハクチョウも一世がなくなって第二世が

入っているが,めれば本当に人の心を暖たためる｡

石原I)椿[25年にクマをもらいに奥妹さんと2人で,育

明まで行ったが,当時はまだ家族と一緒に捜起きしてい

てね,俺たちが行ったらノコノコと家の中からはい出し

て来て,自廃車のハンドルを動かしていたのが,今では

あんなに大きくなっている｡

伊東クマのことT,IEIJ.,､.lP,したが,博物館の動物の予算

挿議の時,うんと削ったことがあった｡そんなに削りや

動物のエサが半年しかもたない,半年で死んでしまうよ

うでは困ると又元通りにしてもらったことがあった｡

博　物　館　の　展　望

司会　今までは博物館の思いでについて語っていただき

ましたがこれからの博物館についてお話しいただきたい

と思います｡

阿部　この10年U_)捗みの中である意味では国際的な評価

さえ生れて来つつあるのに仙故地航法の適用を受けると

同時に一部ではあるけれども批判を受けたか,之はPR

不足だと云うことが云えると思う｡化やかな副まかり追

いすぎて館内の榊給とか,郵携処理･資料整理とか'い

ろいろな地道な閉題のガへ手が廻らなかったと云うこと

同時に一番大部な議会工作に欠けたうらみもあると思う

この際10才になって大人になった博物館に対してそれを

望みたい｡大人になった博物館はただガムシャラに行っ

ただけでは,どうにもならないし,もつと醒実な落ちつ

いた方法を見つけて行かなければならないと思う｡こう

云う点を反省して今后の博物館の飛躍にそなえてほしい

羽田　今までチーム･ワークで菊●こんだが,この博物館

はチーム･ワークがうまく行かなければなって行かない

ただお役所仕華で管即一万ではジリ貧になるだけだ'ど

こまでも市民合体で作り｣弓ナて行くと云う世論をまき起

さなければいけないと思う｡針ノ木自然国という問題も

一日.て来るがこれも創設期からのLP一訊こなった人と手を振

り合って最后のまとめをしなけれ勘＼けない,絶対に1

人や2人でできる仕事じゃないしね･･-････｡

阿部　私はこの10年の間に3つの鮒があったと思う1つ

は開館当時の節,それに2つElは移転新築C)時の節, 3

つ日は地財法を受けたときの博物館に対する大きな批i難

これ等の節を乗り越えて来たんだから,十一年日からは

成人式を終えて市営射出二入るんだ,こんとの10年は一

番大助なときと思う｡

石原　博物館友の会などで'I'目安とのつながりを深め,普

すます博物館を拡大して行くと云う方向をとらなければ

ならないし,地域のili岳団体,学校の山岳部,又地域の

iLl属団体だけにととまらず,全国の山岳団体とのつなが

りを密にして進んで行くべきじゃないかと思う｡それか
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ら針ノ木自然園と云う関越も出たんですが,これも博物

館だけと云う域を出た大きい榔趣だと思う,黒潮親政を

2年後に迎え,大町両としても非常に大きくとり上げて

真剣に実現にまい遊すべき剛趣じゃ7よいかと思う｡一日

も早く軌道に乗せてこ黒部がグロースアップされる出二遮

れないようにして行かなければいけないと想う｡

古川Iii'･芸責的組織はできて,いるが縞.･判'Jな手腕が7こり

ないからハラハラになってしまっている,もつと研究す

べきだ｡ (.言越フロノクの博物館大雄などにもでて,他の

博物飾経営なども聞いて来て,こちらにも良いところは

持ち込むようにしなければいけないと思う｡大会出棺の

旅挫もないというのか実惜た),:･･････｡

広瀬　教育の-I.I一助だけでなく観光).)l'I場からも予算を盛

って行かなければならない,道は観光道路としてやると

:).,公園は都市公園としてやるべきだ｡

阿部　御調沢,宇奈月地区など例の弥陀ケ原地籍みんな

訪日に取られてしまっている｡それを博物館の塞木的な

チークの',とめにまきかえし蓋し7●こんですよ,そ,-rT,T･今で

は富iLlとタイのものになったんですよ,しかもルートを

抑えているだけにずっと大町の力が有利なんです｡そう

去う点で私は,博物館は広瀬委員長のムわれるように議

会なり市民の前に学術研究とともに発表して行かなけれ

(封ヽかんと思うんですよ｡

古川　学術研究と云っても予算は一銭もない維持頚だけ

でも足を出すのに,それをやりくりしたり,県から助成

金をもらったりして, 7こだこちらが苫心して生態調査を

やっているだけだから,こう云う点も皆なさんに理離し

ていただき7Iこい｡

伊東　動物のエヅケをやるとムうことは,簡勘こ見ると

ですね,ムタなことをし,ているように見えるんですね,

そう云っ7こ研免が組み込まれて自然圏の段階に来ている

んた,そう云う功績はちょっとも判らなくてね,目先き

ばかり見ている感かある｡

阿部　調査には市費から一銭もでていませんね｡

羽田　都議の万は今まで何年か知らないが, 600万円位

ばでtt′､ると思うんですよ,我々の針ノ木は10万で1年

売らずでやってしまう｡今の調査だって旅費実質たけし

か支給していないんですよ,これは両氏のための仕事と

してお願いすると云うようにしてもらわないと,個人研

究じゃ無理なんですよ｡

伊東　この間議会で広瀬議員はウマイことをii-つたそ｡

第一中学校の本の問題がでたときに博物館の予篤を馴れ

と云うような人があってね,広瀬議員,カンカンになっ

て怒ったね｡

広瀬　第二中学校には本があるが第一中学校にや本がな

くていけない,金は博物館の予算を削れと云うもんで,杏

を用3_)ように潰んで,博　団
JJ-

[や大臣が出るなら.据rl,

屋に行けばなれる,本員

読んで研究してはじめて

良いのだと,なせi出生三

削るんだと,削る例,-.:A

うにもi用噂と云うU.)'こ宮ナ

しがらん他に定とえよう

もあるものだと･･---･

iO周年記念

事　　業

阿部　針ノ木自然凱ljli地点10十･一毛記念しておそらく,

おおすめに来定と思う｡

黒部解放後200Jj～300万1_)お客が来るこど封到〔確実

だが,その場合一蕃心配されるの点,この美しい大町の

自然と云うものが必ず荒らされるんだと,その場合予防

し7●こり,体腔するのが博物館の使命だと思う｡

石原iL旧媒とうにつている県も又余りにも山高博物館

に対して少し冷淡すぎる,県がもつと支援する段階に持

って行かなけ一帖まいけない｡

三沢　旧館跡に残っている動物園､り移鼠も　だいたい

600力持かかる訳だ,助役にも話したが二期にやってく

れるとのことだ｡創廿10周年,=記念.Li業として魚も免実現

の見通しのついたことば喜ばしい｡

阿部　動物園を本館近くに移すことは市民とのつながり

を深める愚妹で欠くべからざる仕事だ｡学術研究を併行

させ本館の周辺を整傭し,動物もふやして市民の憩の場

所に仕上げて行くと云う配慮はいろいろの意味で大切な

ことだと思う｡

司会　いろいろと創設期の想いでや,これからの展望な

どお話しいただきありがとうございまレフ●こ｡

～/ ��一驚誓誓覇で草野 ー∴ ∴1∴∴∴岬∴_､∴∴∴∴ 調�

標章幸一.一一で.食ー∴-一一一一一一.一一-こて=-1 

∴ ��Ｔｨ7�6ｩ'Y)ｨ���ﾊH��x�耳耳爾�
鴫 

▲〃きし 詔/塞 蒸+, ∴- (,i,i,.. 亰H�����

､ヽ 

･｢恕震℡8- 寒.∴ 譲,Y;// 

′
1
･
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10年　の　歩み
山　千事　に　寄　せ　て

幡　野　茂　道

昭和26年11月1日大町(町)の即事著,議会,有織者

の熱.執こ依って坐まれた全国で只一つJ)i一l.面目博物蹄が10

午-/)星霜を旧してここに祝典をもつと言う｡征時を追憶

し感蕪吊のもU.)がある｡そ).)頃,大仙ま末だ町であった

この岨こぼ用を愛し川とともに生きた多くの先覚者を揮

っていた｡ ILiを想えば人恋し,人を想えばiLi恋し,同を

愛すことは,郷ヒ-の愛であろう｡思えば'大皿こは･

必然的な巾への伝統があり愛情があった｡ ili博の飾没も

ここから出発した当然のことでもあったろう｡

然し当時Ji)大町でこのiiiFT,･博物館).)詔寸を貼●こ弾ま･そ

れが合併前であるだけに,偉人な業績と申す外はあるま

い｡今此処に間食帥0周年に際し轟`I J.)労をとられた,先覚

者諸氏に諏しんで絶大なる敬息を表するものである｡今

我々がこの大町市iLI軸呼物鮒の前姓に立てば,視拙こ鹿

関する雄大な後立川蓮峯の中なみに思いをのむのである

古より自席三川に発し左端のつほくろに至るその連峯の

偉容,そしてそのふもとに痕関する用の郡大町面,誰し

もが等しく脚嘆の声を上げるこの景観の伸二大町市民の

郷士への愛情が汲みとれるのである｡その坤よ又ili軸博

物鮎｡.iilJI_^3.)愛i聞こつながるものでJi)ろう｡今世界は原

子神㌢l諭旨とも言える現実の中に在る｡然し今我/.,はそ

の事とは.IlIJに自然神羊J_)持つ大難との剛系を深( ,蛍織し

なけ/出まなるまい｡世輝がji'Ii子へJ_)側ノい二律奔する晴皮

肉な{_とに,まだ人肌封山域LJ.)1人聞J_)事が良ぐ判らない

のである｡今郷土愛の結晶として設立された,この間舌

博物館がこの愚昧に於いて果す役割主計守一米人なるものが

あると思われる｡日本アルフスば至る所自然伸幸の'朝7-'･

であろう｡地辛を通じ,生物字を通じアルプスの千古の

とびらをi臨､てほしい｡十･･iこも博物皮作表, ,r'1.'I当初より

醜男の指導に当たられた鶴田鮭た,帥砂上坐,地元の羽

用先生,そして勘鮒深い斑打者,直哉会,その上単発の

満執二燃えるIi-き鮎貝を持って工､る｡我/持:全くi出た

ないコツコツとつみロブる調仙丹究こそ今後,のlllI一部.)人

なる成果への幽圭であろうと思う｡そして又自然究明の

暗黙点,深い郡上愛より用I'で又そ川二依り姐二間え続け

るて_-あろナ吉を,心から祈り期待するも'_)であ,こう｡今後,立

l時)IIIなみに新,I,'が輝き,燈し,.川l/黒潮を帯びて)判Ilii

旧書物細こ無言の祝嵐を衰するがこ見える｡私忠人帖古

U.)シンポ/I,としての申TiI.一物鮎の前途に心からなる期待

と祝,.i(を祝せ表するも.I_)である｡終りtlll.IT.博物飾瓦､〝I

の功労者諸氏に深く感謝到柄ずるものである｡

(大町市教育委員長)

に　零　せ　て

10周年を記念して

平　林　泰　雄

大町直､iliLi后i博物鮪が10周年を迎えたことに対し七､よ

りお祝いを申上げるものであります｡

当時の1-'1-'Liニー者私,I)熱感とこれが実現に踏周った松刷町

長,町議会の先裾者兄の姻組こ対し深湛なる敬愚と感謝

を捧げるものであります｡

創成期の10年間!.),J'み'よ茨の道であっ,こでしょう｡関

縁者の面のに-_じむ様な労力U.)結集今日世界でも例のない

博物鮪として帖了諸陣大町のシン示/レとして嫌然として

輝き始めんとして参りまし7iこことは御司慶の到りであり

ます｡

しかし関谷充,*･に力,-_三洋がなければならない重夫な時

期に大町rtJ高.)財政囚卵l/.)ため思うにまかせぬこどよ.減に

遺憾であり-51-すが晋から文化点i玉江)象徴であると云われ

て巨;･tjます｡

ローマ帝匡高)発破なくし"こローマ文化烹ありえなかっ

たでしょう〇

一アメリカ文明もソーul.,)神子･-X明も共に各Z.,そ･.7.)国の資

本主義経済,社会主部縮発姐l_)腸として現仕の世界人

類に,fu,I;輿･))恨,-_:_･み,よらせていることは同相J'_)中英であり

ます｡

面子博物鮎である以上引用政と明り離してii,-える訳

げにはいかないでしょう｡

文化と経済点不可'分であることを直結皮せられ大町市

発優なくして大町il刑事物鮪の発励ま期し得られないと

想うのであります｡

将来大町i肋､国i細り榔割出として発破して参ります

には博物館J_)存在言接i順二iLiI重なも0.)で3'るかよなに人

も課める処でありまして両耳同も高段会もより-一也充実

したil､1物飾こすへく非.昭二樟しい月政状態,:)中からL'旧く

得る限りJ_) i,第を計｣･していることは御上畔II,'欄いIIll'i少な

予,算で減に避常幸難で5)り囚容充実に副相性が#'ろうと

思われますが具.,に刷4政し/)-.IてiiIルにこ協力I細､一日

も早く雌個4政Il'作､.I-I.)上に_ I.Iって柏粟立)夫発凪二備え要

にたルまざるこ労力を続けていただきますことを御顧い

致しまして宮をIiめます｡

(大町市議会議長)
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思　う　こ　と

伊東　伊三郎
人間Il.IT.-Ill,.･物館が,ii t'IせられてLTしくも1 0刷l--を迎えた

i廿ま感倣ひとしお深いものが5)ります.束III公園台士に

新鮎を仰ぐ時よくここまで僧きつけ7iこものた｡両親専有

i別系方'.,の詰り矢冊Lない労力と郷上愛に.燃える削ヽ紬I一一一

で卵)ます｡過去10年.I/_),S･み,jJ地力l､.i物飾_/_)mJ.･l･iが何如

に囲榔な墨で3'るかきつくつく感じるも.)_)で3)り諾斗の

連続である｡こうした中に於いて針ノ水回り充用,針ノ末

日黙劇の欄批) JLに'r''･t'I紺周布, i吊).)自然神予･教葦の充

実等L'.)業糸詰ま地方文化Ill.lT,･硯光血二部担する処でありま

す｡今宿Ii'･太子殿上,高松宮殿上御夫妻秩父宮妃股下の御

来臨を仰ぎました三両封iII-､担)みならす大町両の名誉であ

り誇りであります｡

iII博畠生れて木だ10イの子供である｡今),｢そだてなけ

ればならない≒掴ま沢iiiあると思うが先ず両氏の思いの助

として,皮,来鮪著の増加をはかる,幽味に於いて究つの動

物S移棲,造園計画の実施等は是非実施してほしいもの

であります｡一方iii博の運営I帥こ於いても企業的な考え

方も用えて研究してもらい7こい｡

畑再出ま雄大な美しい北アルプスのフトユ中二あり天

真の風景により物心､回航こ於いて限りない想.恵を受けて

いるが,姑二秘燐黒部撲谷o_)観光闇矧こより,-増観光櫛

直として全曲軌=I肌色をあひることでしょう｡此の事業

も1. 2年にせまっています｡ III博として調佃ilF究の自然

園の栖鳳も観光事業0.)剛こ大きな役割を畠こすことでし

ょう｡此れこそ夢の実現でありIlllt.llの前途)..'t々洋々たる

ものがあると存じます｡　　　　(山博協議会委員)

山博の新しい任務
阿　部　酉　与

博物鮎が生まれて10年になっ7●こか,こ汀まいまの神米

町に昭和26年11月1 mこ開鮎してからのことであって,

昭和22塙二公民謝榔上部がこの博物酪連,初)母体として

発足して,陣痛の苦しみをし7●こ4年間J_)準備期闇も入れ

れば, 14年来のむかしのことになる｡

いま私烹ここで過去の追憶や感傷仁志ふけ男こくない

なぜならそ生らについて.ま臨二｢)出川i后博物館建設記

録. 1957.7.20,人帖IJ教盲委員会｣や｢IiIと博物鮎･

弟6巻･第1号･博物飾えご文える新しい)JJgj待する｣

に述べて約､7こからである｡

こ,男踊1._3)る人間用で間物鮎が10年.,_)I格史と伝統を持

つようになった_ことに_ついて, i､ ､ま私7'こちがこ.,/_)偉人な

る文化避I庸二愛する大仙白民や,全匡上層｢然と巾を愛す

る知己から与えられにIT-拷.ま,単なる過去の追憶や感傷

でなし言二｢こ宮から.,用ij吻飾主な､~こなすべきか｣とい

う持来-の命題であろう｡

10才!.)I遮生Iiを迎えようとするi剛=8_) ｢博物飾まもう

からないからアハートにしろ｣というこく1割の両会議

品/_),.=･日比を･私たちが気にかけないようになっ7こJ_)も常

良)_)与論が自信を与え,合し垂)_)多くの人たちからU_)激励

をい7●こたいたためだと思っている｡

こ./_汁(,+.一物飾よも忠や中傷や,聞達つ7iこ胡論では!.I.有す

ることができなくなったほと堅'jtTニ成長してくれにj_)で

あるn

｢栖境･黒部｣の組'tl彫壬と相まってrj;iノ木自然燭

_上/_)建"-ILは,こ,｡. 9､らL/.)辛:7来にこの博物鮎が員わざ情こ

竹筋である.

撫言~高一はこ/.)10年問｢満雄｣を続けてき;.=博物館が

鮎神杓,経湘'i埴掴Iがら｢生産｣へと怯化するエ示,ク

となるのである｡

｢針ノ大自然園｣が夢物語だと独噺する人7こちは, 14

年怖,博物鮪J_)こんにちの'姿をj',測し得なかつ7"こ人_,/_)め

やこ:ちをふた7●こびくり返すことこなるので5)る｡

(前市教育委員)

省　り　み　て

古　川　　潔

博物飾よ10年を迎えた｡嘱､託主事館長代理などつとめ

たせいか,博物H音のIHi･ljを聞くと無性に腹が-`Iつ｡身う

ちU)気がしているJ.)かも知出畠､｡願いはすくすく伸び

ることのみ｡

さきと蘭坐,談会で刑町議石原守助さんが創立当時の町議

会の空気を話されたが,あまり熱心だから10月田立出せ

ば櫛かになるだろう,位の気抗の支出が本日の結束を招

いたものでヒョウタンから靭式のものだった｡

好悪誰｣批判や助言が積み重なって旧富国繊維工場跡建

物へ独-II鮪が発足する帥健は･振りL-JJった部外協力者が徹

夜で闇鮪準備をするなど熱の入れjj.'ETこいしたものだっ

た勿論金銭的軸制も飲食代もでなかつ7●こ｡こうし7●こ協力

が今日まで統一/､て兎に角天下にその名を知らしめること

になったのはこ同慶に絶えない｡信大教育学部の羽山催

三さんを中心にしていることにはかわりはないが,現法

)ti'l柄略画孝行さんにもお臨舌になっている｡当時自然

料､詰ま羽用さんが一､千に引き受けられていたがlii.百･,関係

に蘭T.一若;_-という訳で,白羽の実はil旧･スキーの縮成文

外国の博物飾二通する福間さんに立てて,半時の町議石

原.宮川清.伊東伊三郎さん助役の勧崎さん伊I擦昌美さ

んや小生の一行が同氏宅を,fJJ,出て懇請承諾を得7'こ｡帰途

秩父･日光ii申!.'･物鮪東天何層柄物閑など視察して,入館

料二よる綱､璃虹)捻出など経営面もさんさん研究,こしり

面さえ(I),'F-()け言Tはと悪気込んだ事もあっ7●こ｡

県外から博物飾,看視祭にきた人"よよくこんな言葉で大
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打出をはめていた肺i役所の庁舎はポロだけれど'学校

博物館,公民館などの施設は実に立派である｡これは閲

縁者の深い理解と離力によるものだ』と｡ il梱席上･呉

羽紡績の二大工場,闇VL偶力など坐.き牛きしだ活況のな

かに,これとは別の空気である'字1'一究rt'Jな存在の博物貸出ま

異様に感するのかも知れない｡とにかく外来人の根に映

じたようにriJ'民の一人一人が深い蘭Llと別解を苓せられ

ることを期待したい｡　　　　(山崎嘱託)

10周年に寄せて
広　瀬　実　害

ノ利用i刑事物餌がi離Ii=o周年を迎え,鮎こ盛大なる記

念行事の行なわれる三虹ま不出庁議会の村苗を出し判博物

館if)運幽こ微力をIミルて来た一人として誠に関大に焼え

ない次第であります｡顧り見ますれば,当直は,元来豊か

な大自然に恵まれ,揆谷の美川の活き言if情あぶるる湖あ

り雄大な北ア連峯を背にする日本一のiiiの郡として高き

誇りを抱いて参ったのでありますが,この,厨れた環虜

の中にi廊[26年各位の硝瓶が申って同郡大仙こふさわし

いIll印専物鮪I荊段の運びを見たのであります｡以来I暦年

の進展に伴い庁舎の狭あいと其の地理的個性より来る一

切の不便を除去すべく束同公園に改築移庭の議起るや'

埋却者,議会人,地力有志の経穴なる接助に依りIi舎計

画成り遂に,堂々たる庁舎の新装を見るに至り,今その詔

髄を見る離大にして勘砂上離また壮雌を欄め回答.細毒こ

とごとく噺斯なるのみならず採光,通風に遺憾なく･資

刷新究内容の充実に伴なって,来館客も年々増加｡本年

は皇太子殿下の御来館を仰ぎ又東京,大阪方面からの研

究生や視察客で多忙を極めた程でございまして,今月第

6巻11号を迎えました｢iLIと博物館｣と共に日本0.)律'{

高々まで知れわたるに至りました｡

一昨年来当市の苦しい親政面から一倍は秒からず前途を

嬰慮されるにさえ及んだのでありますが,幸にして脚Tjl

なる市当局及市民の覚r刷こ依り非運を未然に防ぎ得て旧

情の盛名を快復するにI上曇らす今や縮樹の活気を昌して

屠ります｡市財政状態も著しく改醤されるに至りました

任束の教育施設の充実に加えて高等教育機関の新聞王文

化都市として一段の光彩を添きし7●こ｡典の他面民会飴3.)

完成で初めて衛隼脚指の改善,道路,消防の榊嵩等近代

都市として内容,外観共'.=面目Iを一新するに至りました

8年前面細胞行当初と思い合せて,洲こ隔世の感に打7●これ

ます｡大局より見ますれは尉礎わずかに周り発鹿の緒に

就いたに過ぎません｡貝の繁栄は将来に嘱望すべきであ

ります｡大町博物館も10周年を記念しまして嫌々頼義あ

らしむべく今日を-画期として史に立派なものに実現致

したく,我々市政にたすきわる者も及ばず乍ら努力を続

けて参る所存であり,関係御一同に於かれましても御指

導と御支援をお願いします｡ (山博協議会委員長)

発　足　の　想　い　出

奥　原　-　登

長い議員生活の中で事故面,種々な想出ではあるが発

足当初公民鮪活動の中でIII博nll"-'ilこ関係した一人として

iL冊に就いて忠つきせ油Il.出がある｡私がtl'･林公民館運

営委員長の後を引継いだ頃公民飢運動の中心になってい

た青年部の諸1°,から博物館.泌幽案が持ち出され運営委員

会の方は無恥I氏認されたが,捌て,絞染として議会を通過

させ予算化する迄には,そうた易い串ではなかった｡

高年部より出された｡,i調書の紹介議員として説明役に

･j張りIlほれた,機会では幸にも同傭義貞の現面会副議

長伊東さん,当時の帖縮撮,硝1上申村さん,故人となっ

た向日i政市さんなどの榎助でi卿青書蔚釆択されたが,班

事都肋課してこれを予算化して実現するかどうか?

そこで時の助役中仙,L圭一民を言加工て, -II許諾踊若の人
'Fl.11拭二歳く必填性を大いに力説しT,創出悼_,tを講じて早く

議会へ出して埴うべく愁詳し掠承も裾で屈っ7'こ｡処が招

集された議会に捉案されていない事を置措臨諸点より指

通され大あわてで恒良胡部署-厳談に及んだところが次

の,議会までにはなんとかするから待ってくれと云う次第

でなかなか.,まかとらない｡多少搬i圧とは思ったが若し今

議会に予算化しない様なら｢予算案に合i細く)に反対する

そ｣と迄詰＼放って居った｡今から考えると鴫の理事者

に対して汗劇の至りではあるが兎に角こう迄して,公民

館予算の中に博物飾雄と云うものが教を出して博物館発

足の細こ就いた坤ま判席の関係者として娼しかった｡

予算審議に当って一部議員より博物館などは金ばかり

喰って御苑柄立で今后の維持管別など出来るもので一まな

いFi''fRllQ_)若い連中におだてられてこんなIjl'･を初めると

財政面で将来部を残すそと迄の皮相こあった｡

i航行白鳥禽余は今では両氏や大町を訪れる人達に観し

まれて,なくてほならないものになっているがあの計画

を進めるに就いても住宅不足の折柄町国主七も建てられ

ねと言うのに-羽の白鳥のために村方もかけて露命を造

るとは何事だと市民の一部より手痛く叱られた事など想

い合せて,今でも表現の仕方は違っても同JjIJ.の批判のあ

る三組ま事実だ｡川部紬維当初より委員としてお骨折を願

っている羽田先年や神原さん阿部さん長沢さんなどには

ほんとに蝋の下がる思いだ｡御陰で,外来者の調1る会

合などで市内視察とii-えは先つ日憎へと云う三両こなる･

皇太子御来訪に依るばかりでなく全国的に知られて来た

iL幅博物館だ｡将来県-立又は国立へ移管されるi｣掃き性も

多分にあろうと云うものだ｡然し見方に依れば,潮く10

才を迎えた幼児でも3)る｡今后U.)成長を楽しみに市民皆

さんの班鮪と愛情の中に育てて置いたいと, 10周年に当

って念じている｡　　　　　　　(山博脇議会委員)
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博　物　館　の　す　が　た

Cl)施　設

ィ, llTr山地　長野県大町旧('字)tlLIJ8058番地軸沢

管,敷地面斌10,500坪

′､,建物　木酢1陳(2陥建ノ木造延372坪

二,焼水嵩　中央ホール(中軸i旧国立公開25,000分の

1 〟)槻IP-1ノ郡上室(大町IIIの模J勘まが)生物室,地'li'･･

零,同属蜜(生態陳列) ,巾重車(登iii史,登用用具

の変遷など),階上ホール(カモシカ,登同技術など

木,小,描.章1日'映写樋｡.-'i完備, 20坪)

へ,研究寮(資料寮と兼ねる, 40坪)

歳　出　予　算

ド, IjI.携'葦':lo揮)

チ,会議寮〔図書室と周寄る, lo揮)

リ,備白寮(博物館利用者U)無準用子細所,個出勤青なし

12坪)

-i,細山.'it'(4坪)

ル,食堂(I制精なし, 4坪)

オ,炊部名(4坪)

ワ,便所(4坪)

刀,附属動物閑(脇和36年11月1日現在, i川博物館跡二

あり,酷刑37年宴において移庭の予定,動物舎,木造

10線延15,5坪,鉄筋コンクリート4練延21坪

生　　皮!堂　　初　　予　　算　額　　追　加　更　正　予　鈴　繊

1 ,

2,

4, 9

4, 4

3, 238,

2, 628,

2, 84　6,

1 , 6　7 i , 1 88

69 i , 500

10年間の観覧者及び観覧料一覧

llIi和26隼Ii　　1 3,218人

27　　　　13,?01

28　　　　18,696

29　　　　13,451

30　　　　15,193

つ1　　　　11,888

32　　　　1日099

33　　　　13,293

34　　　　12,588

35　　　　14,262

35　　　　　　8,737

〔汁〕観監省:よ大人,小人,

の総合｡iである

国　庫　補　助

牛黄　　　　　金紙　　　　　備　考

昭和26年蔓　　　　0　　　　.割苗数

27　　　21日000　　　　　　　〝

28　　　241 ,000　　　　　　　〟

29　　　14㌦000　　　　　　　〃

30　　　169.000　　　　　　　　〝

31　　　300,000　　　　　　施設窮

31　　　64,800　　　　　.削苗鎖

32　　　285,000　　　　　　　〃

33　　　　40,000　　　　　　　　〃

34　　　144,000　　　　　　　　〝

35　　　100,000　　　　　　　〃

36　　　　未定
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職　員　在職状況
36. 1 1 . 1現　住

氏 任任期間
午

25　26　27　28　29　30　31 32　33　34　35　36

曽木　国男1 25.4.1 i 1 9才i現佃こ至る11 7年1月　間間nniII剛iIII　　　　一･ ･･日i州mIMill剛剛II剛剛剛

中村　武久　26･4･1 18才　27･3･311 1年

丸iLi　　晃126.4.i 1 8イ　27.3.31 1年

幸林胎一郎　27.4.1　23才現任に至る1 9年7月

林　けさみ　27.5.13 1 8才　32.3.31 4年11月

高橋　秀男　28･4･1 18イ　現伸二至る1 8年7月

矢口　元次　28.4.1 1 8才　　29.2.2　1年

伊藤　昌次　29.4.6　18才1 30.4.ll 1年

下葉　彬司　30.5.15 18才　現任に至る1 6/･F6月

古川　渡世　29.7.廿　23イ　　30.8.1 1年
i

伸しl　慎三　30.8.1i30才　35.1.1 4年6月

海川　山一　31.4.1125才現任に至る　5年7月

勝野敬三　31.6.19120才　32.3.31 1年10月

平林　明子　32.4.1　22才　35.3.31　3年

神社　唯ヒ　33.4.1　55才　36.8.10　3年3月

荒井　幸何　36.9.　42才　現在に至る1　1月

館松出正人　26.ll.1i(llJ'長)　34.5･31 7年7月

長三沢　巌　35.6.1711(教育長)現鉦こ至る1 2年

鵜音鵜

--･一･---一　駅IllmllllilllllllllllIIil剛illllIIIW

剛iiiiI剛剛剛剛Ii州潮間剛

葛二二二

SS榊ii剛i順

i剛i剛i剛iiili剛i冊!

○

兼iiii剛i州i州囲順iiii剛I剛剛伸輔iI剛間

兼ii剛i日用

i､ij　　　　　　停

年　職　　　　　責　　　　兼　　　　　　丘

陵　　　　　　　　　　　　　小　　　　　　,i~

臨　　　時　　　職　　　員

員　　　　　合　　　　　計

敬

哨壬職員数(ニ陳職を含む〕

2　3　2　3　3　5　7　8　8　7　6

2　1　3　3　3　3　2　1 1　0　1

⊥　｣　5　6　6　8　9　9　9　7　7

3　3　4　5　5　6　-I　7　7　5　5

観光課長

山い.再三楽

市吏員

巾　重　博　物　館　の　非　情　勤｣成　員

顎門　衛,時孝行(法政大,羊〕　沼用　克て千葉大字)

嘱託　÷剛lI雄三(信州大単二)　古川　潔了大町申却町)

嘱託学芸員　福島　融l/北縞馬I臨写)　中村武久(東京

選大柵茸高校)　rTIH　稔()訊I市第一II宇検)

調査員(昭和36年度)　手塚映男,丸Ill iPt,長沢　武

輿水大仙,長沢修介,川本携挙,竹内剛久,柳沢函台,

松沢宗洋,北沢昭一郎,武i川陸男,久保間稔,北原和好

太出品離,武田弘樹, IJrI擦,｣信小林｡年男,北0-t　保,

飯沢茂男,坂出富男, II谷i肌‡,平林　東,大倉多助,

常用出ず子,伊東　昇,宮川鹿又,井出　肇,岸川平･占

.､国雄!治宏,集中第三朗,松川敦,森　義性,小松思惟

足助治男

職
目

迎
月

蔭
年

任
命年

離
時

任
日月

成
年

名

誓
縄
嵩
輯
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鵬
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一
一
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一
一
≡
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採
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員
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音
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す
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長

長調
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昭和26年より36年までの協議会委員

(設　立　準　備　委　員)

卜Il両次相　聞r!･1文飾　半休紫即　奥原一登):仁出世仁.川ji幸治　中村直､i′　裾.陸はめ　古川　路　側(,),.(

常夫　宮林武夫　松井達夫　九回　移　長沢欽当′　羽出継三　当′林樵鮪　荒井ローi)川i慎二

(協　議　会　委　員)　( )帖ま在住年

回ii潔(26-29)　大沢独英(26〕阿部喜与(26,36)羽間組三(26)回i順二(26,28-30ノ｣姐i･

行信(26,32-36)宮尾光釧(26)高橋蹄]･(26,32-33)良沢欽半(26,3ト36)潮目見-(26-27う

伊東伊三郎(26-28,30-35)夫土用聴郎(26,34-35)相掴胡(26-36)回し旺盛(26)富川　溝(

26-27)　九回　彰(26)　上磯久離(26)奥原-登(26,36)　大i掴寅三(26)　上川高次郎(27-33)

車体朝も美(26)相沢誠二(27-29)常州券jJ･(26)矢｢T　享(27-29)丸ILl安一郎(26)大冊宿J

(27)轄井昇一(27)謝誰減失(29)　武井　勇(27-28,34-36)研擦半二(30-33)中村単年(27

-31)稚拙碕介(30)曽根原武士(27-2g)遠藤両名(30-31)荒井Iノ)汰(27-28)桜井　順(30-

31) ill巻克美(27-29,32-33)　高橋衆男(30-33)　若菜忠義(28)囲沢永市(30-31)竹村義錐(

28)原曲　慨(30) iII胸ノブ離(28)幡野茂道(30)太目1沢沿(29)平林思離(30-31)剛轍白土(

29-30)　松帖1撮(30-32,34-35)鎌介光夫(29)　軋り文夫(30)栗林英筑(29-30)村井直人(

30-33)腰卿亡兄(29)ん聞出可(30-33)中枯細大(31)宮坂鳩太郎(33)中村周一郎(31)　+,'･

林武夫(34-36)　平林はるゑ(3日35-36)竹刷り久(34)　小野iし杉(31)石曽根孝子(34)叫i政

市(31) llT中條Il''･ (34-36)大庭HLIJl (31)　tl'-･林鮒L,-_ (34)荒井　確(32-33)藤巻義思(34-35)

片細目喜(32-33)伝)順茂(34-36)簿幸吉非(32-33)曽根陳謝1! (34-36)満水千客(32-33)

伊,lmLiI離(34-35)中島清一(32) iL,原和美(34-36)原　又錐(32-33)臣下部秋義(34)樹il安

錐(32-33)小に吊り重刑(34-35)小林　博(33-34)武川　武(35-36)相快三蔵(35)榊‡六海

(35-36)　佑離貞夫(35-36)　大介一雄(36)

博　物　館　備　品

1･収蔵用具　資相聞(14) ,柄物棟木タンス(5

) ,昆山標本鮒(61) ,比良標本杵iケース,蔦卵標本鮪

(2) ,出石棟木保存鮪(36) ,フレハラート保存鮎,

原材料保存棚

2,視聴覚器材　アサヒフレノクス,アサヒへシダッ

クス135''Ll履述レンス, 500励正雄養レンス,接写リン'/ ,

惰気端Iil､出フイ/レター(6 ),跡徴鏡アタフクー,三脚,

蹴徴鏡,接根ミクロメーター, (酷網目徴鏡,幻畑機,レ

コード(4),肱声器,映写持,マイク｡フナン,昭雄(

8) ,映写一台,双i峨売, tZl_速鏡, 16m映写機, (エルモ)

16孤高薄儀(ベルハウエル),テシグークー,電気スタン

ド,チーフレユーター

3,造園,飼育用具｣-LLLT自動計量器,鮎百台,動物

飾柚在(3),ジコレン(3),イシポリ(3),スコノブi:

6),クワ(5),クサカキ(2ら動物運搬鮪(1

4,野外出動用具　石(IIliL7ン1-I (スベ~,･'2,ラシユー

ス1) ,マンフケース(6),カーハイトランプ(3),

ランドシー1､(3),アイセンi〔4ノ聞く16, 8本Jlirl, 10

本蔚3) ,大雄(要人3,冬天1),飯盆(3),エアーマ

ット(3),シエラーフ(20),テントフライ(1),ランタ

ン(3),ザイル(2),シール(1ら　と､ソケル(2),コ､/

フ工ル(3),アイスパイル, ~′~'フミ,カラヒナ(5)

5･収集研究用具　研究机,旧､､｢〔5) ,ペンチ(3

),か手ノ子(3〕,カンナ(2ノ, '差.-}キ(2),

､i′林宗兵術(36)　広郷i畑f (36)　間中　操(36)

ノユキリ(8),木i器具七､ソト, (20忠人),水槽,

優越板(10) ,鮎川器(3) ,三筋岨(7) , ,新柄J

欽･木挟(4),銅乱(10),たもあみ,伎切包子(4

),クリノメーター(2),ハントレベル(1),iJ葉

鮪(2) ,自記南再話,気圧計(3) ,風向風力.il (3

) ,アスマン乾浦,汁(2)自記温臨i,自記気圧計,白

輔般詐欺良品乾温計(2), j`定規(3)カウン
ター(4),士冊天秤,ノキス,標本瓶入飾(4)植物

標本乾燥器,器初潮(2) ,裾慨

6･参考図書室備品　図書)一間(3) ,蔵書(1,226)

7,展示用具　リオルケース(20) ,ピアノ式ワオル

ケース(悼) ,センターケース(2),煤煙地図ケース

Ill硝財'地図台,写真展示額(36) ,陳列台(19) ,質

相束効用ツ有"I (2) ,植物痕示用ツ有iI- (7) ,資料

置台(4) ,昆リ溝本陳硝† (6)柄物展示用額縁(61

) ,痕末梢(3} ,飾付案困図枚(1)

8･一般館兵　事筋Ii棚(2), ､i机(5),事柳電

子(10) ,月初机(7ら　力､ツクー,消火ホース(2)

ナンバーリンク(2) ,張碓-iI`(7) ,臨写器,館長印

飾~iL毛布(2) ,座/i咽(5) ,伸二晒jフトン(7)

釜(2らナベ(5),食器l朝,調勤台,カマト,竃

気コン1㌦無人スタント,折タグミ式椿子(25),黒板

(6),蛍光灯(40),卜｢駄鮪(3),会議用椅子･(30

),長机(7ら　丸デーフル(1),長腰掛(ll),ス

トーフ(4),消火器(5ノ,白l勘主時計(3),冠

謡(3二),博物鮎樵,甘Iら
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(5)　資　　料

生　物　部　門

｡動　　物

7,986点

2,068点

(メ)晒乳類(カモシカ,サル,クマなど)　　120点

す烏期(ホシカラス,ライチョウなど)　　　482点

の魚類(イワナ,ニジマスなど)　　　　　　　51点

制両棲類(モリアオガエル,他)　　　　　　　50点

脚爬虫類(シノマヘビ,カナへどなと)　　　　　42点

㈹昆虫類(クモマツマキチョウなど)　　　ら021点

仙甲殻類(サワガ二など)　　　　　　　　　12点

チ両棲類発生標本　　　　　　　　　　　　　1 32点

り,鳥類卯標本　　　　　　　　　　　　　　　158点

｡植　　物　　　　　　　　　　　　　　　　5,918点

lイ)瓢l帥Fl物(高l帖i′物などノ　　　　　　　　4,315点

ロ.億化植物　　　　　　　　　　　　　　　1 ,521点

の園　類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　82点

地　学　部　門
578点

Iイ)化石,鉱物　　　　　　　　　　　　　　　115点

i′ロ`i岩石(変成昌,水成岩)　　　　　　　　　　347点

い胃石プレパラート　　　　　　　　　　　　　80点

凸地頭図及び針ノ本店雪渓調布表など　　　　　36点

気　象　部　門
530点

Iイ川幅定期同時観測表(針ノ木･大町)　　131点

′ロ)北アルプス主要iii頂同時観測表　　　　　　　81点

小腹鳥居気象表

出細部気象表

'ホ)北安,ii:郡各地点気象表

(JJliI岳気象展示クラフ

山　岳　部　門

(イ)iLi岳写真

IP遊山用具

の大田市模HJ_

40点

62点

134点

63点

425点

105点

52点

1点

仁l中部山岳2,5000分の1模型　　　　　　　　　1点

lホ)スキー図板(スキー用具の変遷など)　　　46点

(Ill LLT代復元石膏晶　　　　　　　　　　　　　　　3点

仙古代スキー復元膜剰(北欧のIll l二品)　　　11点

チ)スキー(明治時代のものなど)　　　　　　　8点

の約11風俗資科(案囚人,初期の澄ili者の服装等)

虜)登ILl技術図枚

i,しサイロンザイル開院

(オ)テント懐型など

歴史民俗部門

80点

80点

25点

13点

2,162点

占文語(大町帝政闇孫古文書など)　　　　646点

仏像　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2点

考古(上原追跡Ill上古詰ま含まない)　　1,311点

民具(雪具,農耕,信仰など)　　　　　　203点

付属動物園飼育動物
49点

⊃※哺　乳　猟　　　8租　　　　　　　　　12体

アナクマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2体

キツネ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2体

サ　ル　　　　　　　　　鵬　　　　　　　　1体

ア　ン　　　　　　　　　　離　　　　　　　　1体

ツキノワクマ　　　　　　離　　　　　　　　1体

リ　ス

ポンシウモモンガ

カモシカ　(高子)

⊃※鳥　　　類　　14種

イスワシ

サンノ､

ト　　　ヒ

ノスリ

フクロ17

キ　ジ

キジバト

ハシボソカラス

オオハクチョウ

カ/レ刀モ

オシドリ

ホシハジロ

コガモ

オナガガモ

〇･･･幅　広

インガメ

2体

2体

1体

32体

2体

1体

3体

4体

5体

2体

2体

1体

1体

4休

1休

4休

1体

1体

5体

5体

○大町il席博物館収蔵資料総計　　　　　1 1 ,730点

編　集　後　記

｢iLiと博物館｣も発I:I似東通第70号を教え,今酬ま10

周年を記念して特集号を編集いたしました｡

博物館と共に捗きつづけて来た｢ilIと博｣もI刷りとなく

鹿川の危機にさらされましたか,そのつと闇係各値の暖

たかい御支援により現任まで持ちこたえて参りました｡

当博物館唯一の月曜冊ii物である｢川と博｣は発行され

て行かなければなりません,今后とも皆様方の絶大なる

御受援,御協力をお願い申し上げます｡

発行に当り犬馬の労をとられた,毎日新聞大町通信部

間中保-l''･民,大仙市観光課長　囚i暗く三氏,編集部の無

理をJhよく引き受けくださったl計1､剛開祖長芋仏･:美音秀

氏,表紙印刷に御支援いただいた,実業の日本社　椀i目

元剛氏に深く感謝いたします｡　　　　( T'柴記)
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言　開　二三　㊥二∴
?

大町営林署 TEL(代表)115o 冉ｸ��=ﾈﾅ9*ﾉ�ｨ橙�駟k��hｼuDTﾂ��Y*ﾂ�3#��

幅和電工大町工場 佩�秤f����Y*ﾈﾔ��｢�

工場長佐藤安男 儘��ｩ+x岑ｭﾘﾔr�

東京電力株式会社 �(iYI6I|ﾘｩH�檍���

松本逼カ所 ��Y*ﾈ�8ｼh��

TEL(大町)12o(謎本)563 疋Tﾂ纈貳����

関西電力株式会社 傴ﾉgｹ6Hｴ959;乘H�檍���

黒部川第四発電所大町建設事務所 ��Y*ﾈ�8ｼh��

TEL(代表)Boo 疋Tﾂ��CB繙��

川中島自動車株式会社 大町営業所 兌y'X蝌ｼhｩH�檍���

TEL1160 疋Tﾃs湯�

白馬観光開発株式会社 白馬営業所 TEL(白馬)117 ��Y*ﾈ�8ｬ�Xｺh橙��Y*ﾈ遥��Tﾃ����

木崎観光協会 �+ynﾈﾊyfｸ��=ﾈﾅ9I)F��｢�I)F隰�Y��8｢�

TEL79o 疋Tﾂ迂)F笂�經r��3��



`就　山岳博物館10周年

新 冲ﾒ�

日 鶴 光 開 竃告発 怠意岩槻 二線市 冤ﾒ��

不 

警動 
部 

竃小東小株柏屋 

講蕎芸模株 カ配給 
七線田ー 

吉新富武 志原田 表町二∠ゝ 田二王雪 雲三富社 四剛 儷��h�88�+9����?����Κ橙�

三田_占み 

五前=.雲揚言社 一駅ニス 

お願い　　6割1号が特妹号のため1 1印可村UTi-lyCいただきます｡



大町山岳博物館案内図

所在地　長野県大町市神栄町
道　順　大町駅+八十二銀行+踏切+山岳博物館　　徒歩30分､車5分

山と博物館　第6巻11号

大町山岳博物館創立10月年記念特集号〔1部50円〕

昭和36年10月25日印刷

昭和36年10月31日発行

発行所　長野鼎大田市大町山岳博物館
電　話(大町) 2 1 1番

印刷所　長野県大町市上伸町
信州障胴り株式会社　大町工場
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